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     ◎開議の宣告                      （午前１０時００分） 

○議長（大塚純一郎君） おはようございます。 

  ３番、酒井右一君より、欠席の届け出がありました。 

定足数に達しましたので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎一般質問 

○議長（大塚純一郎君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問は、一問一答方式により行います。 

  議員各位並びに当局は、簡潔な質問・答弁に留意され、実質的な審議を尽くされますよう

お願いをいたします。 

  質問項目が複数ある場合には最初に一括して質問し、２回目から項目ごとに質問するか、

または一括して質問するかは、質問者の裁量で質問していただくことにいたします。 

  なお、質問時間は答弁を含めて６０分以内とします。 

  質問は一般質問者席についてから開始し、終了時間は議長がお知らせします。 

よろしくお願いいたします。 

順番に発言を許可します。 

  １番、佐藤孝義君の一般質問を許可します。 

  １番、佐藤孝義郎君。 

          〔１番 佐藤孝義君 登壇〕 

○１番（佐藤孝義君） 通告に基づきまして、一般質問をさせていただきたいと思います。  

  まず最初に、町長、この度の町長選挙で当選され、ご就任されたこと、大変おめでとうご

ざいます。 

  それでは、早速、質問に入りたいというふうに思います。  

  一つ目はですね、新町長になられての、今度はもう、行政経験は十分積まれた町長でござ

います。その点は皆さん、ご存じであるというふうに思いますが、今度は町長という立場で、

初めて町政を担われるわけでございますので、町長の、新町長の政治信条と、これから町政

をどんな信念を持って取り組まれるかということをお尋ねしたいというふうに思います。こ
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の点については、所信表明演説、それから昨日の一般質問の皆さんの答えで十分理解してい

るつもりでございますが、一応、通告してありますので改めてお尋ねしたいというふうに思

います。 

  二つ目は選挙中に、公約の中で町長が訴えていたことですが、町長の職務として、これは

すぐにもできそうで、なかなか今まで、町長も言われてきたことなんですが、あまり実行で

きてなかった点だというふうに思いますので、次の２点について伺いたいというふうに思い

ます。 

  一つ目は、集落座談会についてでありますが、町長は毎年、当初予算編成の前に、予算に

反映できるように実施したいとおっしゃっていましたが、高齢化が進み、集落間でも格差が

生じている現状から、各集落単位での座談会は絶対必要であると私も考えております。その

際に、課長・副課長等の同行が必須ではないかというふうにも思いますので、町長の考えを

お聞きしたいというふうに思います。 

  二つ目は、町長は、町内全ての産業の魅力を伝えるために、積極的なトップセールスをす

るということを言っておられました。私も、今の只見町には今一番欠けていることだという

ふうに思っております。そのためにはですね、一日も早く、信頼できる副町長を配置して、

町長が安心して町外でトップセールスができる体制を整えることが重要だと考えていますが、

町長の考えをお聞きしたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。  

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） 改めまして、おはようございます。 

それでは、１番、佐藤孝義議員のご質問にお答えいたします。  

  まず、私がどのような信念で町政に取り組むのかについてでありますが、町長就任にあた

っての所信表明で申し上げましたとおり、政治信条ということでございますが、政策目標は

只見町の将来に向かって行動するまちづくりが根幹であります。住みよい、安心して住める、

関係人口を増やす、こどもが幸せ、みんなに役割があり活躍できる、盛沢山に書いてありま

すけども、こういったまちづくり、体制づくりに取り組んでまいります。  

  次に、集落座談会の実施についてであります。佐藤議員がご提言のとおり、町民の皆様の

ご意見を伺い町政へ反映させることは大変重要であります。しかしながら現在は新型コロナ

ウイルス感染症の流行が拡大していることから、来年度に向けての中では課長等の出席を前
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提に検討して、そのように取り計らうようにしていきたいというふうに思います。  

  次に、積極的なトップセールスの展開に向け、副町長配置などの体制づくりのご提言であ

りますが、佐藤議員お質しのとおり、副町長につきましては、しかるべき時期にご提案した

いと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。 

   以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） １番、佐藤孝義君。 

○１番（佐藤孝義君） ありがとうございました。 

  それでは再質問をさせていただきたいなというふうに思います。  

  政治信条。これはもう、十分理解してますので、省きまして、集落座散会の件でございま

すが、町長は退職されて３年あまり、社会福祉協議会の事務局長として、随分、集落回られ

たんじゃないかなというふうには思います。良かったなというふうに思います。本当に今、

集落で格差が生じて、同じ集落であっても、ちっちゃい集落、でっかい集落、奥まった集落、

比較的人口の多いまとまった集落とありますので、なかなかその、集落ごとの悩みが町内に

は蔓延しているというふうに思っております。これ、前の町長の時も、住民との対話をとい

うようの話でなられたわけですけども、結局、あまり実現されていなかったというか、町民

の声、やっぱり、本当に聴いていたのかなというふうに私も思っておりました。幸い、今度

の町長は、社協という立場で、結構、町内、また選挙の時も回られたと思います。事情よく

わかっていらっしゃると思いますが、これはやはり、年、一刻、町の状態変わりますので、

これはやっぱりあの、予算編成前でなくても、暇な時期もあると思いますけども、そういう

時を利用して常に各集落に入られて、町の現状をよく把握されて、それを町の町政に活かす

というのが基本だと思いますので、それを是非やっていただきたいなというふうに思います。

その時にですね、やはりあの、課長、課長・副課長ぐらいまでの人と一緒にですね、回って

もらわないと、実際、仕事されるのは、これ、課長だと思うんですよ。だからやっぱり課長

の人達も、やはり集落に常に入って、まあ、これだけの小っちゃい町ですから、そう負担の

かからない程度で良いと思いますので、とにかく年に１回・２回は必ず集落座談会をやって

もらうというほうが良いと思います。やっぱりセンターでまとまって３箇所でやってもです

ね、やはり、まあ、我々議会で報告会やりますけども、やはり集まってくれる人間、町民と

いうのは限られてます。まあ、同じ、いつものメンバーみたいの感じだと思うんですよ。で、

区長会やっても、区長様は来るけども、本当の末端の住民の意見が吸い上げられるかという
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ことになりますと、やっぱりなかなか難しいと思うんです。我々も議員として、自分の地区

の集落はなるべく回るようにはしているんですけど、やはり仕事を持ってやってますので、

なかなか忙しい。なんだお前、選挙の時だけはあいさつに来て、来ないんじゃないかという

意見も相当もらっております。なかなか、そういうことできないんですけども、やはり実際

に自分で集落に入らないと、その本当の、そこの集落の状態がわからないと思うんです。で

すからまあ、町長はこれからほら、次に言いますけど、トップセールスに出られるというこ

となんで、やはり、課長さんがね、中心となって、政策立案していかなくちゃいけないわけ

ですから、もう、課長さんをフルに使って、使ってといったらおかしいですけども、にお願

いしてですね、町、うまく調整、役割分担を調整して、ある程度任せるところは課長に任せ

るというようなスタイルで、完全にやってもらったほうが良いんじゃないかなというふうに

思ったものですから、是非あの、課長、課長都合悪い時は副課長でもいいでしょうけど、や

はり、実際、もう、今ここに座ってらっしゃる人、みんな、優秀な人ばっかりだと思うんで

すよ。仕事できる人ばっかりだと思うんですよ。それを、力を発揮できるような、課長・副

課長がね、自分の力を発揮できるような体制をこれからとっていただきたいなというふうに

思うわけです。それで、これについてはそんなにね、お金かかることでもないし、時間をみ

つけてやればいいことですから、これはもう、必ず実施していただきたいなというふうに思

います。これは強くお願いしておきたいと思います。町長、まあ、いろいろ考えあられると

思うんで、これ、一つ、ご返答願いたいというふうに思います。  

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど議員からおっしゃっていただいたこと、とても大切なことだと

いうふうに受け止めさせていただきました。勿論あの、各振興センターでやられる会合、説

明会、報告会等も大切だと、大切な機会だと思っておりますが、必ずしも距離的な問題とか、

移動手段お持ちでない方もいらっしゃって、多くの方の声を聴きたいと思いながらも、様々

な事情で振興センターで開催の場合もあると思いますが、その必要性は感じつつも、やはり

集落でやるということは、より広く声を聴くことができますから、大事だなというふうに受

け止めております。その時には、やはりあの、おっしゃるとおり、町長が実務できるわけで

はありません。本当に。ですから、その考え方とか、方針とか、方向性を決定する立場だと

思っております。そして、議会の皆様にその辺のご説明をする立場だと思っておりますので、

やはり課長もしくは副課長が同行してまいって、そういった具体的なお話を聴かせていただ
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くということは大切なことだと思いますので、そういった形で集落座談会を開催させていた

だきたいというふうに思っております。 

  それからあの、やはり職員もそれぞれ、日々、研鑽、勉強しておりますし、それぞれの思

い、仕事に対する取り組みの意欲とか、様々なもの持っております。そういった時にやはり、

町長と課長、職員との意思疎通が大事だと思いますので、私は率直な意見交換して、町長が

言うからイエスって言うしかないじゃなくて、いや、場合によっては、こうこう、こういう

ことだから、ということで、その意見を言いやすい雰囲気といいますか、相互に意見交換で

きるような職員との関係も築いていきたいというふうに思います。そして、その声には素直

に耳を傾けて、最終的には私の責任で議会の皆様に政策として提案させていただくという流

れにはございますが、今、佐藤議員おっしゃった姿勢、考え方で、この後、町政運営の舵取

りをさせていただきたいと思いますので、改めてよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） １番、佐藤孝義君。 

○１番（佐藤孝義君） ありがとうございます。 

  今おっしゃっていただきました。本当に、町政を前に進めるということは、やはり町長一

人では無理だし、これは当然、課長さん達にもお願いしなくちゃいけないことなんですが、

やはり、皆さん、みんな思いは一緒でございますので、ひとつあの、自治を、町内の自治を

取り組む、我々議会も、議員も、一般質問、皆さん、それぞれされますけども、やはりそれ

は、自分の気持ち、自分の支持者に言われたことをここで言うと、そういうばかりじゃござ

いませんから、それにまったく反対の意見を持った人だっているわけです。だから、やっぱ

り、広く広く、住民の意見を吸い上げるということは、これ、一番大事なことですし、皆さ

ん、有能な方ですから、それをどう解決するかということが政策になってくるわけですから、

ひとつ、課長さん方も、これからあんまり、町長にそんな気使わないで、言いたいことはい

う、やりたいことはやっていただきたいと。今、町長もそういう考えだということを確かめ

ましたので、自信を持ってですね、町政に取り組んでいただきたいなというふうに思います。

まあ、この件については、それでよろしいです。それをお願いしておきたいというふうに思

います。 

  次、トップセールスの件でございます。昨日の皆さんの一般質問の答弁も聞いておりまし

て、やる気だなというふうに、私も受け止めました。そこでですね、やはり、トップセール

ス、自分で出るということになりますと、やはり、副町長置かないと、安心して町離れられ
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ないというあれもあると思いますけど、総務課長はじめ、課長さんいらっしゃるんですが、

やはりあの、早急というかね、３月議会ぐらいまでには、副町長をつくったほうが良いんじ

ゃないかなというふうに私も思っておりますので、それについては考えていらっしゃるとい

うことで安心しましたけど、どういう人選をされるのか、それはわかりませんけども、是非

あの、早く、一日も早くつくっていただきたいなというふうに思います。そうでないと、や

はり、町政が一歩前進、二歩前進できないんじゃないかなというふうに思いますので、それ

だけです。今回はあの、提案も、政策のやりとりも、するつもりはなかったんです。初めて

ですし、だから私の思いを課長さん、町長さんにわかっていただきたいなというふうに思い

ます。昨日までの私の意見ですけど、順調な滑り出しかなというふうに私も捉えております

ので、私ら議員も応援しますので、とにかくまあ、町長と課長さん、一緒になって、町のた

めにお願いしたいというふうに、それだけ今日は言いたかったということでございますので

ご理解いただきたいなというふうに思います。 

  最後に、町長、もう一度、そうしていただきたいなという私の気持ちにお答えをいただい

て終わりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 私が就任間もないということでありまして、そういった体制づくりで

あるとか、職員との関係とか、そういったことでいろいろご心配・ご指導をいただいたご質

問だなというふうに思っております。おっしゃるように、副町長は大切な職でありますし、

その副町長職がいないと、なかなかトップセールスといっても、そういった場には出かけに

くいということになってしまいますので、先ほども申し上げましたが、しかるべき時期には

ご提案させていただきたいと思いますので、その折にはよろしくお願い申し上げたいと思い

ます。 

  あとは、産業の魅力を伝えるトップセールスということで、公約で言わせていただきまし

たが、私は様々な、昨日の一般質問の中でもお答えしましたが、様々な課題についても、や

はりあの、事前にもう、解決できるものは、たぶん解決されているはずですから、やはり、

トップセールスというところにくるのは、営業的な部分もありますけど、課題もそれなりに

難しいからトップセールスまで上がってくるんだろうと思っておりますので、そういった課

題につきましては、やはり真正面からまずいくのが王道かなというふうに思っております。

そして、その必ずしもうまくいくものばかりではないと。こんな就任間もなく言う言葉には
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相応しくないかもしれませんが、それだけ困難もある課題もあると思ってます。ですが、そ

こからやはり逃げたくはないと思ってますので、それは、その結果、途中経過は、勿論あの、

課長職おりますので、内部で十分検討したうえで、やはり途中経過であっても議会の皆様に、

常任委員会になるのか、どういった形になるのかわかりせんが、全員協議会になるのかもし

れませんが、やはり適宜、ご報告させていただいて、併せてご意見をいただいて、そしてさ

らにまた再チャレンジするとか、そういう流れを大切にしていきたいというふうに思ってお

ります。職員も本当に、私が言うのもなんですが、優秀な職員でありますし、一生懸命やる

という意欲にも満ちているというふうに私思っております。あとは、私がやはり、職員との

意思疎通、職員の声をちゃんと聴く態度があるかということが今度問われてきているという

ふうに思いますので、議員おっしゃるお話・ご提言をしっかりと受け止めて、良い町づくり

ができるように努めてまいりますので、引き続きご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） １番、佐藤孝義君。 

○１番（佐藤孝義君） ありがとうございました。 

  良い話聞かせていただきました。そのとおりに頑張ってやっていただきたいというふうに

思います。課長さん方にも、よろしくお願い申し上げて私の質問を終わらせていただきます。  

  ありがとうございました。 

  これで、１番、佐藤孝義君の一般質問は終了しました。 

  続いて、８番、山岸国夫君の一般質問を許可します。 

  ８番、山岸国夫君。 

          〔８番 山岸国夫君 登壇〕 

○８番（山岸国夫君） ８番、山岸国夫です。 

一般質問通告に基づきまして一般質問を行います。 

  ２点です。 

  最初の１点目の質問事項は、介護保険制度の保険料軽減対策についてです。令和３年度か

ら３年間の第８期介護保険事業計画が策定されますが、介護保険料については、基準額で第

２期、平成１５年から１７年度の３年間ですが、月額２，９４３円、年額にしますと３万５，

３１６円から、現在の第７期、平成３０年から令和２年度、この３年間では月額５，９００

円、年額７万８００円と、約２倍になっております。国民健康保険税や後期高齢者医療保険

料も引き上げられてきており、町民の生活はますます大変になってきていると感じておりま
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す。第８期介護保険事業計画の介護保険料については、町民にさらなる負担を強いることの

ないよう、負担軽減策をとることを提案しますが、町長の考えを伺います。  

  二つ目は、少子化対策・子育て支援策についてです。少子化対策・子育て支援策について

は、現状を踏まえ、今後どのように進めるのか、町長の考えを伺います。  

  以上、２点であります。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ８番、山岸国夫議員のご質問にお答えいたします。 

  高齢者の介護を社会全体で支援する仕組みである介護保険制度は、平成１２年に創設され

てから２０年が経過いたしますが、その間、人口減少や少子高齢化が進み介護保険制度の重

要性がますます高まっていると認識しております。ご質問のとおり、介護保険料については、

基準額において第２期と比較して現在の第７期では月額２，９５７円増の５，９００円とな

っております。これは介護保険制度の理解が進むとともに介護サービス全般の利用が増えて

きたことや、認知症の方が共同生活するグループホーム、施設への通いを中心に、利用者の

選択に応じて、居宅への訪問や短期間の宿泊を組み合わせて利用できる小規模多機能型居宅

介護施設、ユニット型の介護老人福祉施設などを整備し、高齢者が住み慣れた地域で安心し

て暮らせるようサービスを提供してきたことによるものと考えております。給付と負担の関

係が明確である社会保険制度においては、サービス量が増大することにより保険料が上昇す

る仕組みになっております。今後、介護保険料の上昇を抑えるためには、まず、高齢者が要

支援・要介護状態となることなく、できる限り健康を保持していくことが重要と考えており

ます。そのためには地域包括支援センターを中心に、要支援・要介護状態となる可能性が高

いと考えられる高齢者の実態把握や生活機能などの向上に向けた介護予防事業を推進してま

いります。なお、次期計画となる第８期介護保険計画の策定に着手しており、その中で介護

保険料の検討も行っております。高齢者の所得は公的年金が中心であることから、介護保険

料の水準が過重なものとならないよう配慮し、所得段階に応じた介護保険料を設定すること

で低所得者への負担軽減となるよう、所得段階を９段階に分けた介護保険料を設定しており

ます。また、介護給付費準備基金を有効に活用しながら介護保険料の軽減に努めてまいりま

す。 

  次に、町の少子化対策については９番議員にお答えしたとおりでございますが、子育て支
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援策として、子宝祝金の支給、保育料の無償化など子育てに対する経済的支援のほかに、妊

娠・出産・育児に関する様々な相談に対応し、必要に応じて保健医療福祉の関係機関との連

絡調整を行うなど、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を一体的に提供する子育

て世代包括支援センターを保健福祉センター内に設置しております。また、子育て中や、こ

れから出産される方の集いの場として、保健福祉センターの保健室を週３日開放しています。

さらに遊びの教室やすくすく広場を月１回程度開催し、親子の触れ合い遊びの提供や離乳食

の作り方など、親子で参加できる行事を行っています。今後は自然から学び、遊ぶ活動を通

じた、たくましく育てる視点を加え、生きる力を育む取り組みを進めていきたいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） それでは再質問させていただきます。 

  最初の、介護保険税の保険料軽減について、最初に再質問を行わせていただきます。  

  今答弁のありました、冒頭のところの高齢者の介護、社会全体で支援する仕組みである介

護保険制度云々。それと、真ん中ぐらいから、給付と負担の関係が明確である社会保険制度

においては、というふうに文言、回答ありますが、これは、国の方針の言葉そのものなのか。

町の基本的な考え方なのか。まず、その考え方について伺いたいと思います。  

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） 今、町長のほうから答弁いただきました部分でございます。

これにつきましては、国の方針でもございますし、町も基本的にこういった考えで社会保険

制度として取り組んでいるというふうにご理解いただきたいと思います。  

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） ここがあの、私は認識が一番違うなと思っています。というのは、こ

の部分から読み取れるのは、新しく３ヶ月前に首相になった菅さん、自助・共助・公助だと。

自助が一番最初にきます。その次、共助です。国の役割は一番最後です。ですから、この考

え方だと、自助・共助。お互いに国民や町民がそれぞれ助け合いなさいと。じゃあ、公助は

どうなるんですかと。私は社会保障制度は国が責任を持って充実させていく。これが最大の

社会保障制度の問題だと思います。ですから、自助・共助がずっとこの間、この介護保険制

度導入からも含めて、後期高齢者医療制度も、国民健康保険制度もそうでありますように、
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自助・共助が優先されております。結局、その中身は何かというと、国は金を出さない。ど

んどんどんどん、必要額に応じて必要なお金は出さないで頭打ちにする。これを公助という

言い訳の中で住民にしわ寄せしている。これが全体の今、社会保障制度の根本の問題であり

ます。自助・公助では私は解決できない。ですから、国民健康保険税の軽減策のところでも

何度もこの場で申し上げてますように、全国知事会や全国町村会、市長会も、国に１兆円の

金を出してくれという要望を４・５年前から出してきている。これは自助・共助では、もう

成り立たないところまできているんだというのが日本全体の置かれている状況だと思います。

国はこういう態度でありますけれども、町が、やはりこの社会保障制度、福祉政策について、

公的な役割、どう果たしていくのかということが今求められていると思います。そこの町が

福祉制度に対して責任を持つ。町民の福祉、健康を守る。そのうえで必要なお金を町が出す

というふうになると思うんです。私はそういう立場から、この介護保険料の第８期の軽減策

の質問をしております。だから、そういう意味では、国の制度、町の基本的な考え方、自助・

共助のままでいいのかというのが私は残念でありますけれども、再度、町長に伺います。こ

の制度に、私はやはり公助というものが福祉政策にないと、この介護保険料の軽減策にも対

策が進まないんじゃないかというふうに思っているんですが、そういう点ではこの考え方の

ところは町長はどんなふうに考えていますでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど、議員から再度、お質しをいただきました。先ほども申し上げ

ましたが、過去には介護というのはご家庭の奥様であったり、お嫁さんであったりという時

代が長く続きまして、平成１２年度から介護保険制度、社会で支えましょうということです

から、そういった中で考え方では公的な考え方があったと、続いていると、考え方としては

あるというふうに思っております。先ほど申し上げましたが、そういった中で介護サービス

についての、施設やサービス内容が充実してきて、また、高齢化が進んでご利用される方が

増えてきた。そうすれば当然に給付費も増えてくるという流れになってきます。国のほうで

もそこに、一定の国税を投入しておりますが、今回のコロナ過の対策もあって、国の借金は

１，２００兆円というふうに言われてまして、もうＧＤＰの２．４倍から２．５倍というふ

うに言われてます。そして、医療・介護・年金関連の社会保障費も関連経費含めて１００兆

円超えているという実態で、国としては財源が極めて厳しいということを常々報道されてい

ます。ですから、全国町村会等含めまして、様々な市長会、関係団体等ではそういった財源
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確保対策の議長会、議員大会等々も同様かと思いますが、そういった財源確保の要望はそれ

ぞれの団体等でされておりますが、なかなかそれが地方が要望するような額に達していない

というのが実情かと思いますので、考え方としては、私としては、議員おっしゃることわか

るつもりですが、やはり、町としても、その財源確保ができない中では、なかなか、今はこ

ういった公的介護保険制度の中で、ちゃんと制度としてなってますので、料率も決まってま

すので、その料率を変えて町独自に何かできるかといいますと、やはりあの、介護給付費の

準備基金を有効に活用して、議会のご理解をいただいて、一定額を取り崩して、少しでも軽

減を図るというところでありますので、やはりあの、大切な課題ではありますが、町として

もこれからも議会の皆様と共に、あらゆる団体等を通じて、国のほうに財源確保を要望して

いくと。そういったことがまずは大事かなというふうに思っております。おっしゃる趣旨と

してはわかるつもりでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） これあの、国の制度上の問題からきているところが最大でありますけ

れども、今の町長の答弁の最後のところの、町独自の介護給付費準備基金の活用というの出

されてます。最初の答弁でもその面が出されておりましたけれども。で、第７期計画。現在

の計画ですね。これから遡って、第６期・第５期・第４期と、第２期・第１期といくわけで

すが、この３年間の中での介護給付費準備基金。これがどのように活用してきたのか。わか

る範囲でお答えいただければと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） 今ほど、介護保険給付費の、準備基金の経緯のお質しでござ

います。現在のこの準備基金となりましたのが平成１７年から積立といいますか、運用を始

めてございまして、第３期、平成２０年度末において１，６００万余の残高がございました。

で、第４期におきまして、３年間でまた積み増しをさせていただいて、平成２３年度末にお

いて６，１００万円余の残高がございました。で、第５期におきまして、逆に今度、取り崩

しをさせていただいております。３年間において２，４００万円ほどの取り崩しをさせてい

ただいて、２６年度末で３，７００万円ほど。で、第６期の３年間でも５１６万円ですか、

取り崩しをさせていただいて、３，２００万円ほどの残高となってございます。第７期中、

２年過ぎてございますが、この間に、逆に今回、今度、２，４００万ほど積み増しをさせて

いただいて、昨年度末の残高が５，７５９万７，０００円ほどとなってございます。  
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○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） そうしますと、これ、計画は、介護保険計画は３年間です。で、３年

間の需要見込みで介護保険料決めるということになってきてて、それぞれの、結局、計画よ

りも利用者数が少ない場合は積み立てができると。で、多くなれば、計画よりも使う方が多

くなれば取り崩しを行って調整すると。そういうこの、第３期から第７期の間の計画のこの

基金の在り方というのは、そういう理解でよろしいですか。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） 今、お質しのとおりとなります。介護保険計画を策定する段

階で、基金の活用をさせていただく。基金を取り崩させていただくという計画を立てて保険

料を算定する場合もございます。その中で３年間運営していった中で、最終的に剰余金が出

た場合には積立をさせていただくと。で、計画よりも給付が増えたという場合には取り崩し

をさせて、その計画上の取り崩しをさせていただくというようなことで基金はこれまでも活

用させていただいたということでご理解いただきたいと思います。  

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸邦夫君。 

○８番（山岸国夫君） そうすると、第７期の時には、この現在の、今年で３年目ですけども、

この介護保険料を決める時に、基金の取り崩しを前提として保険料を決めた中身になってい

るんでしょうか。４年前、３年前か。その時には、既に、先ほども最初の質問で申し上げま

したように、もう、第２期から第７期という中で、２倍に保険料は、もう引き上がってきて

いるという状況の下で、そういう基金の活用の仕方含めて検討されたんですか。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） 第７期の計画の中でも、一応、３，０００万円を取り崩して

充てるという計画にはなってございました。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） そうするとこの、先ほどの回答の中での、所得段階、９段階に分けた

介護保険料とありますが、これは第８期を９段階に分けると。ちょっと、資料、今日持って

こなかったんで、第７期の所得段階の分け方はいくつなのか。これは８期が９段階に分ける

ということなのか。それと同時にですね、低所得者の軽減対策としては、消費税１０パーセ

ントになったときに、５割軽減から３割軽減、改めて導入になりました。そういう意味では、

基準額から７割・５割・３割というのも、これ継続して低所得者の軽減対策を検討している
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のかどうか。それも含めてお答えをお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） 保険料の段階でございますが、第７期についても同様に９段

階ということで設定をしてございます。その後の消費税増税に伴うさらなる軽減については

令和２年度、今年度までは議会で承認いただいて予算執行しているわけでございますが、３

年度からの部分については、まだ国のほうの方針も示されておりませんので、現状では未定

ということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） かなり苦労されながら計画策定しているというふうに思いますが、や

はりこの第２期から第７期、約２０年間。この中でやはり、介護保険料が２倍になってきて

いる。そしてまた後期高齢者の医療費も、今、国では収入２００万以上の人を２割負担にし

ようというような流れも出ています。これが益々ですね、この負担料が増えれば、答弁にも

ありますように、年金生活者が多いわけですから、年金所得者の可処分所得は益々減ってい

く。生活が苦しくなるというのが現状だと思います。そういう点では、段々、お金の面では

先行きが暗くなる話ばかりでありますので、そういう点ではこれからの介護保険料算定にな

っていくというふうに思いますが、そういう点ではこの、是非ともですね、介護給付費準備

基金の有効活用。それと同時に、やっぱり一般財源からも繰入をして、この軽減策を図る。

あるいは一般財源から繰入をして、この介護給付費準備基金にもっと積み立てて、軽減措置

もとれるような方向もとっていただきたいと思うんですが、そういう検討はいかがでしょう

か。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） 準備基金の有効活用につきましては、今後も検討させていた

だいて、できる限りの軽減に充てていきたいというふうには考えてございます。ただ、一般

財源からの、一般会計からの積み増しという部分については、それは認められておらないと。

基本的に剰余金の積立ということが基本になってございます。介護保険制度の中では、仮に

あの、給付費が急に増大になって赤字になるという場合においても、財政安定化基金という

ものが県単位で創設されておりまして、そこから無利子でお借りをして給付費を賄うと。そ

れについては次期計画の中で償還をしていくという形、制度になってございますのでご理解

いただきたいと思います。 
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○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） 今の答弁の中で、一般会計からの繰入、認められていないという答弁

でした。ここは私は認識は違っております。たぶん、厚労省の、これ、指導の文書の中身で

言われているというふうに思うんですが、これあの、そういう理解でよろしいですか。厚労

省の指導の文書ということで。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） そうですね。国からの指導ということでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） これは、厚労省の指導の文書があるというのは私も存じております。

だけど、これは、法的拘束力を持ってません。あくまでも指導・助言です。という意味では、

これは言うことをきかなくても、町独自でやっても、できるということだと思います。そう

いう意味では、国の圧力に屈しないで、町民の健康と生活守っていくという立場で、それは

毅然とした態度で町政運営をしていくことが、ここでの対応の仕方だというふうに私は思っ

ておりますので、是非そういう毅然とした立場を持って取り組んでいただきたいなと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 介護給付費準備基金の有効活用と併せて、一般財源からの繰入という

お話ですが、今ほど保健福祉課長申したとおり、厚労省のそういった基準、基準といいます

か指導があるという答弁をし、その指導そのものは山岸議員もご理解いただいたものという

ふうに思っております。過去には、国民健康保険の時代には、そういった中で国民健康保険

税、毎年６月の議会だったと記憶してますが、そういった中で一般財源からいろいろ、議会

と協議、審議をしたうえで、国民健康保険税を軽減したという時代は過去にはありました。

ですが、今はあの、介護保険制度の話であって、且つ、そういった国からの指導があるわけ

ですので、勿論あの、負担を、過度の負担を強いることのないように、被保険者の皆様、町

民の皆様が保険料が軽減されることを、そのほうが良いということは勿論思っておりますが、

やはりあの、制度であるとか、そういった通知・ルール・指導に則ってやっていくべきもの

というふうに私は基本的に思っておりますので、そのようなご意見としては承りましたが、

やはりそういった指導等があるからにおきましては、やはりそれを順守して行政を執行して

いくべきであろうというふうに私は思っております。 
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○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） 今、答弁いただきましたが、私は先ほど言ったように、やっぱり国の、

あくまでもこれは指導でありますので、そういう点では再度、国の圧力に屈しないで、町民

の健康・生活守るために頑張ってほしいというのを申し上げて、次の問題に入りたいと思い

ます。 

  少子化対策、子育て支援の問題で、町長も新しくなられましたので、私は最初申し上げま

したように、現状を踏まえ、今後どのように進めるのかという点での今後の方向性を伺う質

問でした。で、まだ就任後間もないということもあるでしょうが、この間ですね、１１月に、

議会としての町民との懇談会も行いました。この中では、特に子育ての関係では小児科がほ

しいという要望も出されました。子供さんは、やはり、いつ、熱を出したり、病状が悪化す

るかわからないという状況で、多くのやはりご父兄の負担も大変だろうというふうに思いま

す。そういう点ではやはり、この医師の、今、常勤が二人。で、特にこの只見の医療過疎と

いますか、という中では産婦人科も若松まで行かなければいけないというような状況で、子

供さん出産するにも大変な思いをして、しなくちゃいけない。で、子育ても大変な思いでし

なくちゃいけないというのが、やはり実際の小さなお子さんを育てている中の実感だという

ふうに思います。そういう点ではこの間の様々な、妊婦さんへの支援体制などいろいろあり

ますけれども、町のインターネットを見ましても、その子育てに対する、保健師さんのアッ

プした中身だと思うんですが、かなり親切に、この部分についてはインターネットにアップ

されております。子育ての仕方と言いますかね。小さいお子さんの。で、そういう点で、さ

らにこの、今後どうするんだということでですね、私もこの間、いくつか、例に挙げますと、

給食費の無料化、私の先輩の議員、約１０年前に提案してから、去年で１０年間かかって、

やっと７割軽減になりました。ほかの議員も質問したように、保育料の無料化も消費税絡み

でやっと去年１０月、全児童の無料化ということになっておりますけれども。それと、まだ

ですね、結論が出てない問題は放課後児童クラブとこども教室。これも国の方針との絡みも

ありますけれども、教育委員会で行うのか。保健福祉課で学童保育的に行うのか。これも結

論が出ておりません。そういう方向も含めて、今後、どうなさるのか。ちょっと、二つほど

今、放課後児童クラブ、こども教室の扱い、どんな方向でいかれるのか。給食費の無料化に

ついても、１０年かかって、やっと７割ですけれども、こういう方向性を、どんな段取りで

進めようとなさるのか。その辺、まず伺いたいと思います。  
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○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 出産並びにその後の子育て等に、なかなか、大きな病院、専門病院か

ら離れている地であるが故のいろいろなご苦労、ご負担があるということで、それは私も受

け止めております。そういったことで先ほども申し上げましたが、できる範囲での経済的支

援をさせていただいて、病院とか専門医というわけにはなかなかまいりませんので、通院等

にあたって、様々な諸経費等の負担もかかるということから、経済的な支援制度をご理解を

得て実施しているということは議員がおっしゃっていただいたとおりでございますので、引

き続き、さらなる、先日も申し上げましたが、子育て世帯の方々と意見交換をして、やはり

意見を伺っても全てできるとは、残念ながらできる項目ばかりではないかもしれませんが、

なるべく丁寧にお話を伺って、できるところからやっていくと。少しでも軽減を図っていく

ということは必要だと思っております。また、子育てに関しましても、従来は保育所があっ

て、本当に、農繁期とか、そういった繁忙期に子ども達を預けるという保育所ということで

やってきましたが、今はそういった農繁期という言葉も、ほぼないような時代になってきま

して、やはり、教育的要素が高まってきております。ですので、従来の保育から、もう子育

てという、一つの、いわば横串を刺していくような行政展開をしていかないといけないと思

います。それぞれの課で、勿論、懸命に仕事をしておるつもりですが、やはりいろんなご意

見があるということは、子育てという一つの目標に向かって、どういう横串を刺していく組

織といいますか、やり方というのか、そういったことをこれから考えていかないといけない

時期だろうというふうに思っております。今まだ、具体的なことを申し上げる段階ではあり

ませんが、考え方としては、あまり、同じお子さんに関わらせていただく中で、これはあっ

ちの課です。これはこっちの課です。というよりは、やはり議員おっしゃる方向で、どうい

った形が良いかは別として、考え方としては、そういった方向を模索していかなければいけ

ないというふうに考えてございます。 

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） この放課後児童クラブとこども教室、今、実際、合わせて週５日。夏

休み、こども教室も行われております。これは大体、このまま継続というような考え方なの

か。これは教育委員会でやってますが。国のその、放課後対策としての認定こども園の問題

とか、これ、３年前ぐらいに出た方針だと思うんですが、その辺はまだ町としても議論、途

中だったと思うんですが、そういう点ではこの、いわゆる学童保育的な方向ですと保健福祉
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課対応になると思うんですけど、その辺の検討というのはされるのか。このまま現状で推移

していくのか。その辺の基本的な考え方はいかがなんでしょう。  

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） すみません。私、先ほどの説明が足らなかったのかもしれませんが、

そういったこと含めて申し上げたつもりでしたが、今までの、私あの、１６日からなんで、

恐縮なんですが、やはりあの、その辺のところを含めて具体的なことを今申し上げることは

できませんが、そういった視点で横串を刺すようなやり方、組織になるかどうかわかりませ

んが、その方策は、模索といいましたが、考えていかなければいけないという認識でいると

いうことを本日は申し述べさせていただくに留めていただきたいと思います。  

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） まだ、町長になって、まだ日も新しいので、これからの課題だと思う

んですが、そういう点では、是非ともですね、このＩターンにしろ、少子化対策・子育て支

援にしても、これから只見の人口増やし、そして成長していってもらうということになろう

かと思うんですが、そういう点ではさらにですね、現状の、例えば出産祝金なども、金山町

と比較すれば、金山町のほうが金額が多いです。そういう点では、只見町はこういう子育て

支援対策とってますよと。そういうのを全体として、Ｉターン者も含めて、希望の持てるよ

うな中身でホームページに、先ほど町長が言われたように、縦じゃなくて横にして、という

ふうに言われましたけど、そういう点をどんどんこの、アピールをですね、していただきた

いと思います。やはり、どれだけこの町の良さを、パッと見てわかるか。やっぱり今のイン

ターネット時代ですから、そういう点での努力もさらにですね、強めていく必要があろうか

というふうに私思ってます。それぞれ、地域創生課のほうでもパンフレットまとめたり、そ

れぞれされてますけれども、そういうのをやっぱりトータルで見て、やはり只見に移住して

きてみたいなといった時に全体像が分かる。子育てはこういうことかと。で、ほかの議員も

言われたように、仕事の場。この間、土建業の、建設業の皆さんもやはり、若い働き手がい

なくて大変な思いしている。それから介護の現場も少なくて大変。しかし、給料が安いとい

う問題があります。しかし、給料が、例えばですよ、もっと上がればいいんですが、介護の

現場で１５万から２０万ぐらいでも、これだけ町としての支援策あれば、十分生活できるな

とかですね、当面ね。そういうことも考えられるような、総合的なね、アピール。仕事の先。

住まい。子育てのこの環境含めて網羅するような宣伝を、全国どこでも、これやってるわけ
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ですから、只見は只見の自然の良さと同時に、そういう環境もおおいに整ってますよという

のを、どんどんアピールしていくべきだというふうに思いますので、その辺のこう、専門家

というか、長けてる人の協力も得ながら、広めていく必要あるかと思うんですが、その辺の

考え方についてお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど、議員からご提言いただいたこと、大変大事なことだというふ

うに受け止めております。やはり、見ていただく方がわかりやすく、子育てだったら子育て、

暮らしだったら暮らしということで、どこにアクセスしていいかわからないのではなくて、

そういった項目別にわかるようなアピールといいますか、ホームページといいますか、そう

いったことは大事なことだと思っておりますので、今、議員おっしゃっていただいたことを

受け止めて、今後検討して改善を図っていきたいというふうに思います。  

○議長（大塚純一郎君） ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） 今後の取り組みに見守りながら、おおいに期待もしながら、発言を終

わりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） これで、８番、山岸国夫君の一般質問は終了しました。  

  続いて、７番、中野大徳君の一般質問を許可します。 

  ７番、中野大徳君。 

          〔７番 中野大徳君 登壇〕 

○７番（中野大徳君） 通告に基づきまして一般質問をします。 

  質問事項。朝日診療所の現状及び今後の受け入れ態勢についてでございます。朝日診療所

は、地域医療の拠点として、また町民のかかりつけ医として重要な役割を担っております。

診療所の入院病床は看護師不足により制限されておりましたが、最大の１９床まで可能とな

りました。しかしながら常勤医師は２名体制の状況であり、夜間の救急体制は診療所では受

け入れ不可能な状況となっております。 

  １番としまして、現在の診療所の状況を町長はどのように捉えていらっしゃるのか、町長

の考えをお伺いします。 

  ２番目としまして、町民の安心・安全のため、２４時間体制の救急患者の受け入れ体制が

必要だと思いますが、町長の考えをお伺いいたします。  
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  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ７番、中野大徳議員のご質問にお答えいたします。 

  はじめに、現在の診療所の状況をどのように捉えているかについてであります。  

まず、新型コロナウイルス感染症への対応をはじめ、医師、看護師はじめ医療スタッフに

は人材不足の中にあって、献身的に取り組んでもらい感謝しております。また、１２月から

入院病床の受け入れ制限をなくし、１９床全て受け入れすることといたしました。  

  次に、２４時間体制の救急患者の受け入れ体制が必要ではないかとのご質問でございます

が、私も同じ認識でございます。現在、平日は午後８時以降、土日祝祭日は午後５時以降の

救急患者の受け入れをしておりません。これは常勤医２人に過重な負担をかけないためのも

のです。応援医師には平日の２日、宿直をお願いしております。しかし、土日祝休日は常勤

医２人のみでの対応でございます。仮に常勤医の１人が体調不良になると、平成１５年に無

医村状態となった本町の二の舞となる可能性が高まります。どうしても、あの状況だけは避

けたいと思っております。救急患者の受け入れを元に戻すには、最低でも常勤医３人体制と

していかなければなりません。今後は朝日診療所の開設者として、医師確保の先頭に立ち、

全力で元に戻したいと考えておりますので、ご支援のほどをお願い申し上げます。  

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ７番、中野大徳君。 

○７番（中野大徳君） ありがとうございました。 

  昨日の酒井議員の一般質問と多少重なりまして。大変な努力を、二つの方向からやられて

いるということは、昨日の答弁を聞いていて承知いたしております。  

今議会の初日、渡部町長の所信表明、拝聴いたしました。その中で、町長は、五つの柱を

もって所信表明をなさいました。その五つ、柱はありますけども、その２番目に、誰もが安

心して住める町づくりという項目を挙げておられます。その二つ目の、誰もが安心して住め

る町づくりでありますが、町長のお言葉ですが、喫緊の課題となっております朝日診療所の

診療体制を立て直すとともに、訪問看護・訪問介護の連携強化と充実を図っていかれるとい

うふうに所信表明をなさっておられます。この所信表明の中で、喫緊の課題として、只見町

の喫緊の課題として取り上げられたのは、この朝日診療所についてだけであります。私は、
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この渡部町長の想いのこもった素晴らしい所信表明であったなと感じております。この中で、

やはり、喫緊の課題という言葉を使って表現された朝日診療所について、喫緊とは差し迫っ

て最も重要なことと、そういうふうに町長も理解なさっているなと。そして、前町長は、看

護師不足の時に、朝日診療所に対して、非常事態であるという言葉で表現されました。就任

間もないとはいっても、この診療所や福祉関係については、私は現町長ほど詳しく知ってお

られる方はいないのかなと、そういうふうに思っております。  

それで、再質問ですが、この所信表明の中で、朝日診療所の診療体制を立て直すというふ

うに表現されておりますが、この意味は、総合医療としての一次医療機関として、また、町

民のかかりつけ医として、３６５日２４時間体制で救急患者の診察を行える体制を復活させ

ると、そういった認識でよろしいのか。それとも、創設当時に、現町長がお創りになった診

療所の理念あります。ここでは申し上げませんけども。そこまで町長は朝日診療所をもって

いかれる意気込みで、必ず実行するということで、そういう認識でよろしいんですか。お伺

いします。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） お答えいたします。 

  所信表明では、私の忌憚のないところを申し述べさせていただきました。ご理解いただき

ましてありがとうございます。やはりあの、全て町政にかかるものは全て重要だと思ってお

りまして、どれが１番・２番ということは、なかなか難しいところではございますが、喫緊

という意味で言えば、朝日診療所の医師確保、医療体制のことが喫緊だという認識で申し述

べさせていただきました。そして、ご存じのように、いわゆる医療機関には、一次医療機関、

二次、三次という考え方がございまして、一次がまあ、プライマリケアとかいいますが、初

期医療、診療所とかクリニックです。二次になってくると南会津病院とか、三次になってく

ると例えば県立医大とか大きな病院。そういう考え方になっておりまして、ですからあくま

でも朝日診療所は一次医療機関。ですから、それが二次になることは、それは考えにくいこ

とでありますから、あくまで一次医療機関としての役割を充実させる、果たすということが

目標でございます。ただ、同じ一次であっても、個人開業医のクリニックなどの場合は入院

施設を持ってないところもありますから、同じ一次ではあっても二次に近いといいますか、

こういった言葉はありませんが、１．５次医療のようなイメージになろうかと思います。と

いうのは、やはり近くに総合病院がないとか、高度医療を、二次医療を受けられる南会津病
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院まで、道路改良なってますけども、特に冬期間は１時間とか、夏場であれば５０分・４０

分という地区もありますけども、やはり離れているということが、地理上の不利条件があり

ますので、やはり一次の朝日診療所である程度のことは診察してもらいたいという思いが町

民の方の願いだと私は理解しております。ですから今後は、ある程度の医療のレベルが、レ

ベルといいますか、医療行為がどこまでかということを、やはり診療所として示す必要があ

るんだろうというふうに思います。それは一昨日、十分な時間ではありませんでしたが、１

時間弱ですけど、先生方と意見交換しました。ですから、ほかの先生ともいろいろ、南会津

病院の先生とかいろいろ、話は、実は逐次しておりますので、やはりその辺の朝日診療所の

在り方を考える時には、やはり南会津病院の先生とお話する。もっと言えば、福島医大の先

生とお話するというやはり、そういった体系的なこれからの行く末も考えながら、位置づけ

を皆さんと相談させていただく準備を今しておりますので、やはりそういった地理的不利な

ところがありますから、やはり、朝日診療所ではどこまでできるんだということをはっきり

皆さんにお知らせするということと併せて、やはり、２４時間３６５日大変なことだと本当

に思っております。今までやっていただいた先生には改めて感謝の気持ちでいっぱいでござ

いますけども、やはり今の先生方もやりたくてもできないという環境は、一つには新型コロ

ナウイルス感染症の問題で、どうしても慎重にならざるを得ない。発熱外来も新たに設置さ

れました。ですから、従来と同じ比較ではできませんので、やはり、過去にお一人でやって

いたことあって、残念ながら、体調を壊されて、朝日診療所を離れられた時代もございます

ので、やはりその辺の健康管理も含めて、医師の方には働いていただかないと、継続的な診

療受けられませんので、そういったことも当然配慮していかなければなりません。ですから、

そういった中ではまあ、できれば、できればといいますか、最低３人は必要だろうというふ

うに思いますので、もう、あとお一人、できればお二人とか、思いますけど、その確保をど

ういうふうに図れるかということが私の、喫緊ですから、勿論、早いに越したことはありま

せんが、やはり、それが私の今回のテーマだと、私の役割だろうと思ってますので、それを

具体的に進めるべく、全力でというふうに申し上げておりますけど、取り組んでいきたいと

思います。それは今後、具体的な方策等につきましては、今、いろいろお話を伺っていたり、

意見交換している場面でありますので、今後、やはり議会の皆様に、こういった考え方で進

めさせていただきたいとか、そういったことはご相談・ご協議させていただく場面がくるか

と思いますので、その節は率直なご意見とご提言等を賜りたいというふうに思っております。
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現段階ではそのような状況でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ７番、中野大徳君。 

○７番（中野大徳君） ありがとうございます。 

  現在、総務委員会において、朝日診療所基本計画というものの策定を今求めている途中で

ございます。ご存じかと、引き継いでいらっしゃると思いますが。私はこれは本当は１２月

頃までに、今議会ぐらいまでにという、最初の委員会の中での話だったんですが、こういっ

たコロナの影響とかで、診療所も大変な時期で、その策定のほうは慎重に、もう少し時間を

かけてもいいということで、一応、３月までの約束で、それを委員会として求めております。

私は町長もまあ、代わられて、その中にですね、今おっしゃったこと、それからその、今、

町長はその診療所の（聴き取り不能）ではないですけども、そういったものに、宣伝ではな

いですが、目をつけられて、そういったことが大事だというふうにおっしゃってるわけです

から、せめてその計画書の中に、そういったものを入れていただいて、そして議会に説明し

てほしいなというふうに思っております。これはあの、大変な時期に、大変なことだと僕は

思っております。 

新聞の報道によれば、看護師の１４パーセントが退職という報道もありました。そして、

そのコロナの受入れ病院ではさらに跳ね上がって２０数パーセントの退職者が出ていると。

理由は家族の理解が得られないとか、そういった理由でございました。当然、ただでさえ看

護師不足のこの日本において、またそういった事態が拍車をかけるということになって、世

の中はなっておるのかなというふうに思っています。さらには、このコロナによって、医療

崩壊という言葉まで出ているような日本に今なっております。そして、看護師不足により、

自衛隊への看護師派遣を要請している市町村もございます。大変、状況としては大変悪い時

期かもしれませんが、やはりこれは、町長も選挙の時に、数多くの人から言われたのではな

いかなと、僕は察しております。世の中の状況はこういう状況ですけども、一日も早く、町

長のおっしゃる健全な状態に戻す努力を惜しまないでほしいなというふうに思います。  

  先般、開催されました議会報告会において、いくつかの話題、皆さんから出ておりますが、

私もひとつ、ちょっとご紹介したいと思います。生きるうえで不可欠な要素。当然、衣食住

ということですが、今現在、若い人たちの間で言われているのは、まず家計の負担、それか

ら子育て世代に、大きく負担がかかるものの三大要素はツウ・ショク・イだそうです。ツウ

は通るという字を書きます。通信費です。今、スマホに代表されるように大変高額な、着る
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ものは、衣の着るものは、時代が変わりまして、大変、性能の良いものが安価で買える。し

かも、携帯電話から注文しても明日には届くという時代になりました。そういったことで、

若い人たちの中で今、大きく要素を占めるのが通食住ということだそうです。そして、これ

は議会報告会の中で出ました。只見町、こういったところ、子育てで大事なもの。やはり、

昔は衣食住。プラス、イだと。医療の医です。とおっしゃいました。なるほどなと、私は感

銘を受けた記憶がございます。もう、この生きるうえでの三大要素はコロモの衣から、医療

の医に、もう変わってきた時代なのかなというふうに感じました。そして、私個人的には、

本当、衣は、医療の医に置き換えてもいいぐらいに感じております。三地区で行いましたが、

診療所の問題が出なかった地区はございませんでした。やはり、町長、認識されているよう

に、町民が今、その診療所に対して、その、やっぱり、早く正常な状態に戻ってほしいとい

う願いを痛感いたしました。まあ、総務委員会ではこの、ちょっと、町長は離れていらっし

ゃいましたけども、数年前から、看護師不足が発生しそうな時点で、この診療所については

具体的に取り上げて調査をしてまいりました。その間、看護師不足、そして医者の件という

ところに見舞われました。今、この診療所を一日も早く、これを戻すことが今の只見町、そ

れからこれから只見町に住もうとしている人、Ｉターン・Ｕターンございますが、これは診

療所が正常な状態でないと、やはりほかからいらっしゃる人は、まず子育てに関わる若い夫

婦は、どうしても学校のこと、それから医療のこと。これがやっぱり第一優先かなと、そう

いうふうに思われますので、そういった面で一日も早い診療所の、充実という言葉を僕は使

いたいんですけども、そういった状況に戻すことをお願いしておきます。  

  今、この新型コロナ対策に日本中が翻弄される中、そういった中ではありますけども、こ

の只見町としては、只見線の再開通、そして２８９号の全線開通が迫る中で、町長は只見丸

と申し上げますが、只見丸の舵取り役として言われているように、トップセールスマンとし

て町民は期待しておりますので、その期待に応えるべく、おおいに期待しておりますので、

よろしくお願いして一般質問を終わります。一言お願い申し上げます。  

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど、議会報告会等の中で、本当に三地区とも医療の話が出なかっ

たところはないというお話とともに、今、通食衣ということで、どういう字書くのかな、な

んて伺うまで思っておりましたが、本当に、改めて、まさに切実と言いますか、大切な、皆

様がそういった想いでいらっしゃるということを改めて教えていただきました。本当にあの、
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要望活動をしても、正直、なかなか要望活動だけでは難しい課題だと思っております。勿論、

要望をあきらめるということではなくて、要望をしていかなければなりませんが、併せてこ

ちらから提案もしていかないと、何とかしてください、お願いします、だけじゃなくて、や

はり、案をもって提案する要望といいますか、そこまでひとつやっていかないと、できない

んではないかなというふうに思っておりますので、その辺は議会の皆様と相談しないと、そ

の持っていくもの、案につきましては、単独では当然できないことではありますので、その

辺のことをまあ、先ほど総務常任委員会、文教常任委員会等で今その計画を策定中で、いろ

いろ、新型コロナウイルス感染症の関係でいろいろ時期的なこと、ご配慮いただいていると

いうことも承りましたので、その辺のご意見を改めてしっかりと受け止めて、そういったご

期待に沿うことができるように邁進していきたいと思いますので、今後ともご指導・ご鞭撻

のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○７番（中野大徳君） 期待しておりますので、よろしくお願い申し上げます。  

  一般質問終わります。 

○議長（大塚純一郎君） これで、７番、中野大徳君の一般質問は終了しました。  

  続いて、１０番、齋藤邦夫君の一般質問を許可します。 

  １０番、齋藤邦夫君。 

          〔１０番 齋藤邦夫君 登壇〕 

○１０番（齋藤邦夫君） １０番、齋藤邦夫です。 

  通告に基づきまして一般質問を行います。 

  私の一般質問は、渡部町政の町政運営と地域の変革に備えた行政投資についてでございま

す。 

  まず１番として、渡部町政の町政運営についてでございますが、渡部町長は立候補に際し、

町民の思いを大切にして住みよい只見町をつくるため、泥臭くても課題に対して正面から向

き合う誠実な町政を心がけると決意を述べられました。町民は新しく発足した渡部町政に強

い関心と大きな期待を寄せております。ついては、当面する重要課題が山積する中で、町政

運営にあたり町長の所信を伺います。 

  まず一つとして、町政運営における民意の反映については、町民との対話を重視し、町民

の目線に立ち、行政運営を目指すとされていますが、具体的な方策について、併せて暮らし

に関する総合窓口の設置について、その考えを伺いたいと思います。  
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  次に、二つ目でありますが、地域の変革に備えた行政投資についてでございます。近年、

災害やコロナ対策など、非常時の際、現金給付や補助金などによる一過性の行政投資、行政

サービスの投資としてやむを得ない場合もありますが、地方財政、町財政には限界がありま

すので、場当たり的な対処療法的な行政サービスは極力見直す必要があると、そのように考

えます。特に、３年後は国道２８９号八十里越え道路の開通により、年間５０万台に及ぶ交

通量の増加が見込まれます。本町の住環境や地域経済に及ぶ影響は計り知れなく、町民生活

にも大きな変革が予測されます。本町の最重要課題である人口減少対策や地域活性化対策な

ど、重要課題を前進させるまたとない好機を考えます。しかし、残念ながら、本町のインフ

ラ整備をはじめ、交流人口の受け皿などの整備が非常に遅れており心配される状態でありま

す。ついては、地域の現状を的確に捉え、これらの政策課題に対して、計画的且つ積極的に

行政投資をする時と考えられますが、町長の考えを伺います。  

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） １０番、齋藤邦夫議員のご質問にお答えいたします。 

まず、町政運営についてであります。町政運営における民意の反映の具体的な方策につい

てでありますが、毎年、全ての集落で座談会を開催するとともに、各界各層の会合など、あ

らゆる機会をとらえて町民の声をお聴きし、政策を立案したうえで議会へご提案申し上げ、

議会のご審議を経て政策をより深めてまいりたいと考えております。  

次に、暮らしに関する総合窓口の設置についてであります。現在、高齢者福祉に関する相

談窓口として地域包括支援センターが担当しておりますが、暮らしに関する総合窓口の設置

は必要だと考えております。生活支援や介護・福祉サービスに関することなどの相談を総合

的に伺い、専門的な分野については、それぞれの関係機関と連携して対応することが求めら

れております。また、集落や地域において生活支援や介護予防サービスの提供体制の構築の

ため、現在、社会福祉協議会に生活支援コーディネーターを配置しており、これらの連携を

深化することより、本町の目指す地域包括ケアシステムの姿が見えてくるものと考えており

ます。まだ具体的な体制や内容についてお示しする状況にはございませんが、暮らしに関す

る総合窓口の設置に向けて検討してまいりたいと考えております。  

  次に、地域の変革に備えた行政投資についてであります。国道２８９号八十里越開通は、
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町民の長年にわたる悲願であり、議員おっしゃるとおり、本町の住環境や地域経済に及ぼす

影響は劇的に変化し、課題である人口減少対策、地域活性化対策などを進めていくうえで、

またとないチャンスであると考えております。本年５月には八十里越開通を見据えた新たな

ステージとして、地域風土が類似し、取組みに親和性を生み出しやすい三条市、只見町、南

会津町が連携した、越後・南会津街道観光・地域づくり懇談会を立上げるとともに、民間事

業者などで構成する、越後・南会津街道観光・地域づくり円卓会議においては、越後南会津

街道のアピール性を高め、誘客ルートの幅を広げて発信していくための具体的な連携方策な

どの検討も始まっております。当町としましても、この機を逃すことなく、国・県と連携し

た町内インフラ整備を進めるとともに、通過点化となることのないよう、町内に滞留いただ

ける拠点整備や魅力化をしっかり進めてまいる考えであります。  

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、齋藤邦夫君。 

○１０番（齋藤邦夫君） 町長には、昨日から、１１人の一般質問、連続に受けられまして、

大変お疲れのところ、もう少しの時間でございますのでよろしくお願いしたいと思います。  

  今回の町長の所信表明、そしてまた、１番議員、９番議員の一般質問の中でも、この問題

については質問があり、町長の積極的な、そしてまた前向きの姿勢を大変評価したいと思い

ます。 

  ただ、この民意を尊重するということは、歴代の町長が、９人の町長がいずれも就任の際

にそのように申されております。でありますので、渡部町長におかれましては、是非、その

期間中、なんといいますか、この公約といいましょうか、政治姿勢をしっかり保って、こう

いう理由で十分できなかった、などというような反省の弁を述べることのないように、決意

を新たにしていただきたいと、そのように思います。町長の決意をひとつ、申し上げていた

だきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど改めてご質問いただきました。私の決意といたしましては、所

信表明で申し述べさせていただきましたけど、改めて就任時の時ばかり、そういったことを

言うんでなくて、ブレないでといいますか、それを保って、それをやっていく覚悟でござい

ます。そしてやはり、私はあの、器用ではありませんので、やはり正面から、ちゃんと課題

に向き合っていくと。そして、必要の都度、やっぱり議会と率直な意見交換、ご相談をさせ
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ていただくと、そういうスタイルを貫きたいと思っておりますので、覚悟としてはその考え

方がブレることのないように、取り組む覚悟でございます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、齋藤邦夫君。 

○１０番（齋藤邦夫君） どうもありがとうございました。 

  それではあの、続いて再質問をいたしますけれども、所信表明の中で、職員と率直な意見

交換のできる職場づくりと。大変大事なことだと私も思っております。率直な意見交換。私

も５人の町長の下で仕事をさせていただきました。その後、議員になりまして、４人の町長

と今度、いろいろとご指導いただいたり、お付き合いをさせていただくということになって

いるわけでございますけれども、前半の５人の町長は事業をされた町長でございました。そ

の後、行政経験の多い町長が出られまして現在に至っているわけでありますけれども、職員

の能力をしっかり発揮させるためには、職員、いわゆる課長さんを中心にして町長の権限を

十分に体して能力を発揮できる環境づくり。町長も申されておりましたけれども、意見交換

をして忌憚のない意見。それをお互いに持って町政に臨んでいくということであろうと思い

ますけれども、やはりその権限を下部移譲すると。町長の名を得て、職員は行政を執行して

いるわけでありますから、町長の権限を下部に移譲して、責任を持ってその仕事を担当でき

る環境にしていかなければ、十分な組織力を発揮することはできないわけです。ですから、

いわゆる、口でいろいろ指導する、指示するはいいんですけれども、そこに町長が一職員の

仕事に手を出すと。それがあったんでは職員のほうが、やっぱり遠慮してしまう。そういっ

たことのないように、職員が自信を持って、職員が町長の意を体して仕事をできる環境づく

り、職員養成、職員研修をしていただきたいなと、そのように考えるわけでございます。１

００人の職員が１０能力をはっきするのと、１発揮するのでは、これは大変な違いが出てく

るわけです。町長が１０あるいは１２の能力を発揮しても、職員が１の能力しか発揮できな

いんでは、これは町の組織として用を成さないわけでありますので、その点について、町長

の考え方をひとつお聞きしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど、非常に大切なことをおっしゃっていただいたというふうに受

け止めております。やはりあの、権限上は町長が最高責任者でありまして、町政運営にあた

りましてはいろいろ率直な意見交換をしたうえで、最後は町長が決定し、町長が全責任を負

うという立場であるということは十分自覚しております。ですが、やはり、職員と意見交換



- 148 - 

 

をする中で、最終的には最後までぴったりと意見が合わないかもしれません。でも、意見交

換をしたうえで、最終的にはやはり町長が決めるという態度は当たり前だと思っております。

そのうえで、やはり、納得感といいますか、意見は違っても、気持ちで納得感をやはり職員

が得ないと、頭越しにそれはダメだと言ってしまったり、理解しないと言ってしまったんで

は、せっかくの提案は、その次からしてくれないだろうと思いますので、やはり意見の違い

を、何故、意見の違いが生まれたかという背景まで話し合えるような人間関係であったり、

そういったことも含めて忌憚のない関係というふうに申し上げているつもりですが、やはり

職員は、私は能力的には優秀だと思っておりますので、あとは私に対しまして、そういった

気持ちの中で納得感を得られるような関係で仕事を行っていくことができるかということが

大事なポイントだと思っておりますので、今、改めて齋藤議員からおっしゃっていただいた

ことを含めまして、その辺を十分、意を体しまして、町政運営に努めてまいりたいというふ

うに思っております。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、齋藤邦夫君。 

○１０番（齋藤邦夫君） 町長にこんなことを申し上げるのは、まったくあの、釈迦に説法と

いうことでございましたけれども、あえてただ今のようなことを申し上げさせていただきま

したので、よろしくご検討をお願いしたいなと思っております。  

  以前は、事務改善委員会というのが設置されておりまして、創設されておりまして、常に

役場の事務が、仕事が、能率的にいかに効果を発揮できるような組織であるかどうか。ある

いは、実施する事業であれば、その事業が効果的に執行されているかどうかということは、

議会でいろいろ云々される以前に、役場の組織の中でそういった点検を常時やってきたわけ

でございます。現在、それがどのような形でやられているのか。その点のことを若干お聞き

したいと思いますが。 

○議長（大塚純一郎君） 地域創生課長。 

○地域創生課長（星 一君） 事務改善委員会、現在も要綱にありまして、組織はしておりま

す。ご承知のとおり、事務改善委員会は定例会で本来は、４月・９月・１２月ですかね、や

ることになってございますけれども、なかなかあの、その定例で実施ができている状況では

ございません。議員おっしゃっているとおりですね、様々、事務の効率化、さらには事務の

組織の効率化含めて、そういったことをする委員会でもありますので、今後、定例的に実施

をしながらですね、検証をして進めていくということが重要だというふうに認識はしており
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ますので、ご理解よろしくお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、齋藤邦夫君。 

○１０番（齋藤邦夫君） 是非あの、内部におきましても、やっぱり行政執行が的確にやって

いるかどうかということは、是非あの、努力していただきたいなと、そのように思います。

そういったことが、いわゆる職員間の研修、内部研修に繋がってくるということでございま

すので、町長もそういった内部の組織活動が職員の能力アップに、研修に繋がっていくとい

うふうに感じられるわけでございますので、その点には行政運営の効率化という視点からも

是非検討をし、今後も継続してやっていただきたいなと、そのように思います。  

  時間の関係もございますので、先に進めさせていただきますが、次の、いわゆる地域の変

革に備えた行政投資ということでございますが、ちょっとあの、自分が考えてきたことを話

しますと時間が長くなりますので、若干あの、考え方を変えて町長に申し上げたいと思いま

すが、実は、昭和４６年に只見線が開通いたしました。只見町の総合計画は、県のモデル地

域に只見町は指定されまして、昭和４３年に振興計画を作り、４４年の３月に議会の承認を

得られているわけであります。ところが、４６年に只見線が開通するということになったも

のですから、急遽、計画の変更ということになったわけです。ところが、４６年になりまし

て、開通するは、国の農政の転換、いわゆる米をどんどん作れという時代から、減反政策が

国の農政転換によって変わってきたわけです。只見町もそのために、産業政策が１８０度転

換するという状況になったわけで、昭和４７年に、たった３年しか経たなかったんですけれ

ども、総合計画を変更して、只見線の開通、さらには４８年に開通する２５２の開通、さら

には農政の転換と、そういったものを踏まえての計画の変更をしたという経過がございます。

今回、２８９が開通する。只見線が全線復旧すると。だから、振興計画を変更しろというこ

とを私申し上げるんではなくて、いわゆる今の立派な第七次振興計画を土台にしまして、基

礎にしまして、計画的な、いわゆる、なんていいますか、開通後の地域整備を図っていただ

きたいと。いわゆる新只見振興計画、４７年に策定した計画に基づいて、いわゆる入込客を

想定した只見スキー場の整備、あるいは只見の保養センターの整備等々、いわゆる受け皿整

備を積極的に取り組んできたわけであります。その後、いろいろな町内の整備ございました

けれども、いわゆるそういった計画に基づいた受け入れ態勢の整備というものをしっかりと

取り組んでいただきたいなということで、この行政投資についての質問の内容としたいと思

いますので、町長から簡単にご答弁をお願いします。 
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○議長（大塚純一郎君） 渡部町長。 

○町長（渡部勇夫君） 国道２８９号八十里越え並びに只見線の全線再開通等を踏まえました

受け入れ態勢の整備はとっても大切なことだというふうに思っております。あと、これを具

体的に地域整備を図っていくという方向についてはまったく異論ございません。そのとおり

だと思っております。そういった中で、今どういうことが一つあるかといいますと、実は就

任翌日に町の建設業協会の会長さん以下、役員の方々が要望に来られました。やはり今、建

設業協会が苦境であると。様々な、議会のほうにもお話があったというふうに承ってもおり

ます。そういった中で、やはりあの、今まで国・県の事業ということもありますが、やはり、

町も特に雪解けから、７月発注が多いんで、それまでの間の発注をどういうふうにしていく

かと。やはり仕事の平準化の確保をどうしていくかと。あとは町としては、今まではそのい

ろんな制度事業、国・県の事業は別として、町としてもあったんですが、やはり財源の確保

を図りながら、やはり町単独事業、そういったことも考えていかなければならないと。加え

て、やはり従来の公共事業というのは本当に名前のとおり、公のために役に立つ仕事が公共

事業ですから。やはり、それは時代とともに多少変わってくる。道路や橋ばかりでなくて、

従来は公共事業の範疇でないと思っていたものが、これからの時代は公共事業という範疇に

なるかもしれません。そういったことも含めて、やはり、そういった発注量といいますか、

そういったことも考えていく。そうすることがまずできないと、やはり雇用を年間通じて抱

えることがまた、経営者としても大変だと。併せて、その技術力をまた繋いでいくというこ

とも大事ですし、様々、課題は議会の皆様とともに、また今後、一緒にご検討・協議、ご相

談させていただきたいと思っておりますが、一方に、その地域整備を図るべき一番の担い手

になる方々の今、そういった苦境もあるということを十分わかりつつ、やはり、地域整備を

図っていく。それには昨日も答弁させていただきましたが、やはり今回のウィズコロナの中

でなるべく地元、その次は会津地域とか、そういった維持管理も含めまして、そういった移

動距離が短いような中で、やはりそういった体制も協議、構築していくという必要があると

思いますので、具体的なところまで申し上げる段階ではございませんが、受入れはじめ、地

域整備、町としての行政投資を積極的にやっていく必要がある時期だというふうに思ってご

ざいます。 

○議長（大塚純一郎君） １０番、齋藤邦夫君。 

○１０番（齋藤邦夫君） ただ今、町長から、公共投資についての考え方示されましたが、ま
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ったく私もその考え方同じなんです。今年の正月でしょうか、商工会の町長と議長との懇談

会の際に、公共投資についての質問がございました。その際に私は、今、町長がおっしゃっ

たことと同じようなことを申し上げました。若干、その時、町長、菅家町長は異論を申され

ましたけれども、私は、いわゆる税金は何のためにとるかということは、（聴き取り不能）皆

さんに納めていただくかということは、公共事業、公の事業をするために税金をとるという

ことを、そもそも始まった根源があるわけですので、今、町長がおっしゃったように、時代

によって変わってはきますけれども、この地域を整備していくために、直接・間接、行政投

資をしっかりとしていただいて、計画的に、そして将来を展望した投資をしていただくこと

をひとつ考えていただきまして、今日は時間の関係で細かなことは申し上げることはできま

せんけれども、ただ今の町長の答弁のような形で、是非、魅力ある只見町にしていただきた

いと、そのように申し上げまして一般質問を終わります。  

  どうもありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） 最後に、渡部町長、もう一度答弁願います。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほどあの、改めてお話をしていただきありがとうございました。  

  今後、具体的な政策案を策定いたしまして、議会のほうに提案させていただけるように、

行政投資につきまして、そして住みよい只見町になるような投資、公共事業等を提案させて

いただきたいと思いますので、その節はどうかよろしくお願い申し上げます。 

  ありがとうございます。 

○１０番（齋藤邦夫君） 終わります。 

○議長（大塚純一郎君） これで、１０番、齋藤邦夫君の一般質問は終了しました。 

  以上で、一般質問は全て終了いたしました。 

  昼食のため、暫時、休議します。 

  午後の会議の再開は１時３０分といたします。 

 

     休憩 午後１２時０７分 

 

     再開 午後 １時２６分 

 

○議長（大塚純一郎君） それでは、午前に引き続き、会議を開きます。 



- 152 - 

 

   

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１０４号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大塚純一郎君） 日程第２、議案第１０４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部を改正する条例を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 議案第１０４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正

する条例ご説明を申し上げます。 

  今回の条例改正でありますけれども、町長、提案理由でご説明を差し上げましたとおり、

今般の新型コロナウイルス感染症に関しまして、それに従事する朝日診療所の職員。この方々

への特殊勤務手当。これを決定いただきたいというものであります。  

  内容を申し上げます。今回の条例改正でありますが、第２条の次に、次の１号を加えると

いうことでありまして、（４）というふうになっております。防疫等作業職員の特殊勤務手当。

これが今現在申し上げました朝日診療所職員の特殊勤務手当であります。それを途中に挟み

ますので、以下の条文繰り下げということで記載がなされております。防疫等作業職員の特

殊勤務手当、具体的に申し上げます。新型コロナウイルス感染症から町民の生命及び健康を

保護するために、緊急に行われた措置に係る感染のおそれがある作業であって、次に係る作

業に従事した場合に支給をするということで、（１）（２）（３）（４）とあります。新型コロ

ナウイルス感染症の患者またはその疑いのある者。これに接触して、または接して行う作業。

そして二つ目であります。新型コロナウイルス感染症の病原体の付着した物件または付着の

疑いのある物件の処理作業。これはあの、検体の採取。その検体の処理等々。あるいは、そ

ういった疑いのある患者さんのいらっしゃったあたりの清掃作業等々も含まれるというふう

に認識をしてございます。（３）患者等から採取された検体に係る試験または検査の作業。こ

れはあの、委託に出しますので、あまり直接は関係はないかというふうに思っております。

前各号に掲げるもののほか、これに準ずると町長が認める作業。こういったことになってお

ります。具体的に金額を申し上げます。その下の四角囲みの部分が、その金額になります。

作業に従事した日１日につき、（１）としまして、患者等の体に接触して又はこれらの者に長
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時間にわたり接して行う作業その他これに準ずると認めるものということで、これは日額４，

０００円ということであります。（２）としまして、前号以外の作業では３，０００円という

ことになります。具体的には、先生方が疑いのある方に対して検査をするための作業あるい

はそれの補助としてつく看護師さん。清掃等の作業も含むんだろうと、消毒ですか、そうい

った作業もあるんだろうと思いますが、そういった場合にということで想定をしてございま

す。こういったことで、附則にあります、この条例は公布の日から施行し、令和２年１１月

１日から適用ということでありまして、朝日診療所がこういった新型コロナウイルスの感染

症に関する検査を始めた日。そこに訴求して手当の支給対象にしたいという内容であります。

施行日は別にしまして、こういった手当の内容、福島県と同様でありますので、ご理解をお

願いをいたしたいと思います。 

  以上、早口でありましたが、ご説明申し上げました。よろしくお願いいたします。  

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 当町にコロナ患者が発生する前に、こういった条例を提案していた

だいたこと、良かったなと思っております。そこで、その中で一つお伺いしたのが、第６条

の（１）でありまして、感染症の患者またはその疑いのある者。その疑いのある者というも

のの定義というのはどういったことになっているのか。例えば濃厚接触者であるとか、そう

いった人達なのか。また、インフルエンザ等で高熱が出て、そういった方も疑いのある者に

該当するのかどうか。その辺のところの定義わかりましたら教えてください。  

○議長（大塚純一郎君） 総務課長。 

○総務課長（新國元久君） まずはあの、事務的に申し上げさせていただきたいと思います。

疑いのある者。これにつきましては、診療所の先生が、その方の症状等々お聞きをしまして、

ＰＣＲ検査が必要だ、あるいは抗原検査が必要だというふうに判断した者というふうに考え

てございます。今現在ですと、やはり熱のある患者さん、診療所に連絡等々しまして、詳細

な聞き取り等々があると思います。そういった結果によりまして、疑いのある方は検査をす

るということになろうかと思います。只今おっしゃった濃厚接触者についてもそうでありま

す。そういった方々からのご相談のうえ、先生が検査が必要だというふうに判断された方。
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それがここに規定する疑いのある者というふうに理解をしてございます。  

○議長（大塚純一郎君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 今の質問に関連するんですが、そうしますと、今現在、もうＰＣＲ検

査されてる中で、不安だからＰＣＲ検査してもらいたいという方は、場合には対象にならな

いということですか。 

  あともう一つは、今回、この特殊勤務手当については、正規職員、医師の方、先生、それ

から看護師の方だと思うんですが、現在、診療所には会計年度任用職員の方、看護師の方も

おられると思うんですが、その方についてはどういう対応をされるのか、お願いします。  

○議長（大塚純一郎君） 総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 今、２点のお質しがございました。不安だから検査を受けたいと

いう人に対して、ということになりますけれども、これはこの後、事務長からまた不足があ

れば詳細にご説明を差し上げたいと思いますけれども、今時点で、診療所で不安だという症

状での検査ということではなくて、発熱あるいは悪寒とか、気分が悪いとか、あるいは先ほ

どおっしゃった濃厚接触者とか、いったような患者さん方の検査を対象としているというふ

うに承知をしておりました。今後、それを拡大するということになりますれば、またその方々

は別、その不安の度合いによるんだと思いますけれども、その不安の度合いが、先生が医療

的に検査が必要だというふうに判断なさった方であれば、そういうことだと思いますけれど

も、ただ、どこかに行ってきたから不安だな、ということになると、ちょっと、どうなのか

なというふうに考えてはございます。 

  あと、支給の対象者であります。これはあの、会計年度任用職員の方あるいは任期の定め

のない職員の方、何ら差別なく、従事された方には支給対象ということで扱う考えでござい

ます。 

○議長（大塚純一郎君） 診療所事務長。 

○朝日診療所事務長（増田 功君） 検査をする方、どのような方かということでございます

けれども、医師が診断をしまして、必要だと、検査が必要だという方を検査するものであり

ます。原則、そういったところで、普通の生活をしていて、ちょっと気になるから検査をし

てほしいという方は、今のところ、そういった方がいっぱいこちらに来ますと、本当に検査
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しなければならない大切な患者といいますか、重要な患者の検査が滞る可能性がありますの

で、今のところ、大優先としては医師が検査を必要とする者ということで診療所で考えてご

ざいます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 今の説明で了解しました。   

  それで、この前ちょっと聞いたんです。東京のほうとか、県外のほうに行かれて、ちょっ

と不安だから検査してもらいたいという方もおられたような話あるんですが、そういう方は

対象外ということになりますか。 

  あと、正規職員の場合、この条例での支給になるかと思うんですが、会計年度、あとは任

期付きの職員の方とか、それは別の規則のほうで支給のほうの手当をされるということです

ね。 

○議長（大塚純一郎君） 総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 会計年度任用職員ですと、様々、その条例、決まりの中で、任期

の定めのない職員に準ずるとか、いった規定になってございます。そういったことで、そう

いった手法で整理はさせていただいておりますけれども、なお、おっしゃるように、この方

の雇用の形態がどうだからということで支給に差別はないということで進めさせていただき

ますので、ご了解をお願いをいたしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  ありませんか。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  採決いたします。 

  議案第１０４号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例は、原案のとお

り可決するにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第１０４号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１０５号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、日程第３、議案第１０５号 諸収入金に対する遅延金徴収

条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（新國元久君） ご説明を差し上げる前に、資料の配付を許可いただきたいと思い

ます。 

○議長（大塚純一郎君） はい、資料の配付を許可いたします。 

          〔資料配付〕 

○議長（大塚純一郎君） 総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 議案第１０５号 諸収入金に対する延滞金徴収条例の一部を改正

する条例。概要をご説明申し上げます。 

  まず、今回の条例改正でありますけれども、ご提案にいたった背景を申し上げさせていた

だきたいと思います。国の法令改正に係るものでございます。令和２年度の税制改正におい

て、納税環境の整備のため、市中金利の実態、こういったものを踏まえまして還付加算金の

割合の引き下げが行われました。改正前の貸出約定平均金利はプラス１パーセントでありま

したが、改正後は貸出約定平均金利がプラス０．５ということであります。これに伴いまし

て、軽減される延滞税につきましても、還付加算金と同様に割合が引き下げられるというこ

とになります。これは適用は来年の１月１日以降になります。こういった税制改正の趣旨が

ありまして、これに基づきまして地方税法についても同様の改正が行われてございます。こ

ういった法令改正の背景があったということであります。  

  概要でありますけれども、これも租税特別法の改正であります。割合自体の引き下げに加

えまして、同法で規定されておりました特例基準割合が延滞税特例基準割合という名称に改
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正されました。そして、金額の計算の前提となる割合が新たに、先ほど申し上げました平均

貸付割合と規定されたということであります。これによりまして、これも地方税法でありま

すけれども、同様に特定基準割合を規定しているということになります。これが基礎になっ

ておりますけれども、これに合わせて名称、そして、還付加算金等々の割合についての改正

が行われたということであります。 

具体的に町条例について申し上げますが、ただ今お配りをさせていただいた資料をご覧い

ただきたいと思います。 

議案第１０５号とあります資料であります。改正前、下線があります。特例基準割合（当

該年の前年）というふうにありますものが、法令に沿いまして、延滞金特例基準割合、そし

てカッコで平均貸付割合になったということであります。その下についても、その特例基準

割合が、延滞金特例基準割合になったということ。そして、改正後にしかございませんけれ

ども、３ということで下線が引いてあります。前項の規定の適用がある場合における延滞金

の額の計算において、同項に規定する加算した割合が年１パーセント未満の割合であるとき

は、年０．１パーセントの割合とするということで、こういったゼロにならないといったよ

うな措置も規定されているということでございます。 

こういった概要で、まずはあの、国の法律改正によりまして、それに基づいております町

のこういった徴収をさせていただくための条例、それの趣旨に沿った改正をさせていただき

たいという内容でありますのでよろしくお願いをいたします。  

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。   

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  採決いたします。 
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  議案第１０５号 諸収入金に対する延滞金徴収条例の一部を改正する条例は、原案のとお

り可決するにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第１０５号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１０６号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、日程第４、議案第１０６号 只見町後期高齢者医療に関す

る条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） それでは、議案の説明の前に資料の配付を許可いただきたい

と思います。 

○議長（大塚純一郎君） 資料の配付を許可いたします。 

          〔資料配付〕 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） それでは、議案第１０６号 只見町後期高齢者医療に関する

条例の一部を改正する条例ご説明申し上げます。 

  条例改正の背景といたしましては、今ほど１０５号のほうで総務課長からご説明申し上げ

たものと同様になってございます。後期高齢者医療に関する条例の徴収、保険料の徴収に係

る延滞金及び還付加算金の改正となってございます。 

  今ほどお配りしました資料をご覧いただきたいと思います。新旧対照表になってございま

すが、まず第８条でございますが、当初、これまで、還付または充当加算金ということで、

還付加算金と充当加算金ございましたが、充当加算金については削除させていただいて、還

付加算金のみになるという改正でございます。附則におきまして、延滞金等の割合等の特例

ということで、これにつきましても先ほどの条例と同様に平均貸付割合等々の文言の整理を

行うものでございます。第２条については延滞金の部分でございます。第２項におきまして
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は、従前、第８条において準用するということで延滞金の率を還付加算金にも準用していた

ものでございますが、今回、率の改正があったということで、第２項に還付加算金特例基準

割合ということで還付加算金の部分を新たに第２項、明記をさせていただいているというこ

とになってございます。裏面ございますが、第３項につきましては先ほどの０．１パーセン

トの割合にするということで同様の内容でございます。枠の下に改正後の率ということで補

足で記載してございます。延滞金特例基準割合につきましては、１．６パーセントとなりま

すので、これに１パーセント加えたものが率になります。で、本則７．３パーセントで徴収

するというものが、今回の特例によりまして２．６パーセント、１４．６パーセントに相当

する部分が８．９パーセントということになりますが、率そのものに変更は延滞金の場合は

ございません。還付加算金につきましても、これまでですと延滞金に準用してございました

が、今回、その率が変更となりまして０．５パーセント加算するということになりますので、

１．１パーセントということが還付加算金の特例基準割合になるということで改正をお願い

するものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔質疑なし〕 

○議長（大塚純一郎君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  採決いたします。 

  議案第１０６号 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可

決するにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 
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○議長（大塚純一郎君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第１０６号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１０７号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、日程第５、議案第１０７号 只見町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  町民生活課長。 

○町民生活課長（渡部高博君） 説明の前に、資料の配付を許可お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 資料の配付を許可いたします。 

          〔資料配付〕 

○議長（大塚純一郎君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（渡部高博君） それでは、議案第１０７号 只見町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

  本条例改正につきましては、地方税法等の改正が行われたことに伴いまして国民健康保険

税条例の改正が必要となったものであります。 

  まず概要に基づきましてご説明させていただきたいと思います。まずあの、来年１月から

給与所得控除と公的年金控除から基礎控除へ１０万円の振替が行われることになりました。

これにつきましては、給与所得控除と公的年金控除を一律１０万円引き下げられまして、ど

のような所得にでも適用される基礎控除が１０万円引き上げられる改正。これは１０万円の

振替でありまして、この影響によりまして国民健康保険税の負担水準に関して意図せざるを

得ない不利益が生じないように被保険者に係る所得等につきまして所要の改正をお願いする

ものであります。内容としましては国保税の減額対象となる所得基準について、軽減判定所

得の算定におきまして基礎控除額相当分の基準額を３３万から４３万に１０万円引き上げら

れまして、被保険者のうち一定の給与所得者と公的年金の支給を受ける者の数の合計から１

を減じた数に１０万円を乗じて得た金額を加えるというものであります。基本的には、控除

額は相殺されることになりますが、給与所得者等が世帯に複数いる場合。この場合は基礎控
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除額の見直しによりまして低所得者に係る軽減判定から外れるケースがあるため、不利益が

生じないよう見直しをお願いするものであります。これにつきましては、あくまでも国保税

額の軽減を行うための判定基準の改正ということでありますので、これをお願いするもので

あります。その下の表、軽減判定と書いてある表でありますが、ここが主に改正になる分で

ありまして、７割軽減の場合、今までですと基礎控除額３３万円でありましたが、改正後に

つきましては今ほど申し上げましたとおり基礎控除額が１０万円引き上げられたことによっ

て４３万円となりまして、給与所得者の数から１を減じた数に１０万円を掛けて対応するも

のであります。５割軽減・２割軽減につきましても同様の改正であります。そのほかにつき

ましては、条項ずれに係ります文言の整理でありまして、施行月日につきましては令和３年

１月１日から施行し、令和３年度分以降の国保税について適用するものであります。  

  新旧対照表、裏面からつけてあります。こちらのほうをご覧いただきたいと思いますが、

１ページ目の中段、２２条１項についてでありますが、今ほどご説明いたしました軽減判定

割合７割軽減についての条文の改正分でありまして、基礎控除額３３万円を４３万円とし、

給与所得者の数から１を減じた数に１０万円を乗じて得た額を加えるものということであり

ます。１ページの下段、第２号につきましては５割軽減、次ページの上段でありますが、第

３号につきましては２割軽減の改正条文であります。２ページ中段からの附則でありますが、

改正附則につきましては特例に伴う改正条文でありまして、法改正によります条項ずれの改

正または文言の整理であります。 

  以上、簡単ではありますが、よろしくお願いいたします。  

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 



- 162 - 

 

○議長（大塚純一郎君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  採決いたします。 

  議案第１０７号 只見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決

するにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第１０７号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１０８号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、日程第６、議案第１０８号 只見町介護保険条例の一部を

改正する条例を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） それでは、議案の説明の前に資料の配付を許可いただきたい

と思います。 

○議長（大塚純一郎君） 資料の配付を許可いたします。 

          〔資料配付〕 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） それでは、議案第１０８号 只見町介護保険条例の一部を改

正する条例ご説明申し上げます。   

  今改正につきましても、先の１０５号・１０６号の改正と同様に地方税法等の改正に伴う

延滞金特例基準割合等の文言の整理ということで、お配りした資料、新旧対照表になってご

ざいますが、延滞金の割合の特例の部分の文言の整理ということでご理解いただければとい

うふうに思います。 

  以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。 
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  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  採決いたします。 

  議案第１０８号 只見町介護保険条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決するに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第１０８号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１０９号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、日程第７、議案第１０９号 工事請負契約の変更について

を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  農林建設課長。 

○農林建設課長（渡部公三君） 議案第１０９号 工事請負契約の変更についてご説明申し上

げます。 

  次のとおり工事請負契約を変更するものでございます。本議案につきましては、地方自治

法の１０８条第１項の規定により変更の議決を得るものでございます。  

  一つとして、契約の目的でございますが、橋梁補修工事、八乙女橋でございます。町道小
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林塩ノ岐線に架かります町道橋になります。２、変更内容であります。請負金額が変更前６，

４１８万５，０００円。変更後７，１３０万３，１００円。７１１万８，１００円の増とい

うことになります。３、契約の相手方でありますが、福島県南会津郡只見町大字大倉字前沢

口１４６、株式会社南会西部建設コーポレーション南会津本社、南会津本社長、飯塚信でご

ざいます。 

  本工事につきましては、町道橋の長寿命化の計画に基づきまして、本橋梁を補修工事を行

うものでございまして、本年９月に契約議決を受けて事業を実施しておりますが、当該橋梁

の高欄の一部の補修及び橋台の補修工事の追加変更によりまして現請負契約に７１１万８，

１００円を増額いたしまして変更契約を締結するものでございます。  

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） 今、説明の中で２件ほど工事変更あったということで、それに伴う請

負金額の変更だということで、これは当初はわからなかったことですか。設計段階では。そ

こ、お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長。 

○農林建設課長（渡部公三君） 本工事の設計でございますが、これは町道橋の長寿命化計画、

５年スパンの計画で計画を実施しておりますが、当該橋梁工事の設計年度が平成２８年度に

設計をしております。それに基づきまして、今般、積算をして発注をしてございますが、現

場での今申し上げた高欄及び橋台のひび割れが進行している状況が確認をされましたので、

その分を追加して変更させていただくものでございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶものあり〕 
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○議長（大塚純一郎君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  採決いたします。 

  議案第１０９号 工事請負契約の変更については、原案のとおり可決するにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第１０９号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１１０号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、日程第８、議案第１１０号 南会津地方広域市町村圏組合

規約の一部を変更する規約を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 議案第１１０号 南会津地方広域市町村圏組合規約の一部を変更

する規約ご説明を申し上げます。 

  まず、今回の規約変更の概要、そして、ここに至るまでの経過について少しご説明を差し

上げたいと思います。南会津地方におきまして、南会津地方ふるさと市町村圏の選定により

まして、平成元年度、そして平成２年度の２か年で、ふるさと市町村圏基金１０億円を設置

しております。これはあの、広域圏組合で規約の中に定めたということであります。そして、

平成２年度からは広域市町村圏計画の年度別広域活動事業計画に基づきまして事業を実施し

てまいりました。こういった、これらの広域活動計画に基づく事業、地域振興に一定の成果

を上げてきたところではありますが、今般、近年、特にそうでありますけれども、預金利息

の低下によりまして基金運用益が減少したことから、事業の実施が困難となったということ

であります。先ほど申し上げましたが、１０億円の基金、当時の南会津管内７町村と福島県

が出しまして基金設置をしました。元金に手をつけるということではなくて、果実を運用し

て事業をしてきたということであります。そういったことで、その利子が非常に少なくなっ



- 166 - 

 

てきた、果実が少なくなってきたということから、今申し上げましたように事業の実施が困

難になってきたということであります。こういったことから、令和２年度をもって南会津地

方広域市町村圏組合ふるさと市町村圏基金。これを廃止しまして、構成町村に返還するとい

うことで広域圏組合議会等々で決定がなされました。つきましては、今回、そういった部分

に関しましての広域圏組合の規約の変更について所要の改正、現在の郡内４町村で可決をし

まして県知事に申請をするということであります。そのための変更規約の議決をお願いをし

たいということであります。 

  これ、議決後は変更の規約に、変更後の規約に基づきまして実施をするということになり

ます。積み立てておりました１０億円の基金につきましては、令和３年度に、２年度末に基

金を廃止しますので、令和３年度になってから構成町村に返還ということになります。そう

いったことで今回、この規約の整理をさせていただきたいというものであります。共同処理

事業でやってまいりましたふるさと市町村圏事業でありますけれども、一部、事業の継続性

を図るために、圏域内の観光開発事業の総合調整という文言を広域観光事業に改めて継続を

するということになります。そういったことで今回、規約の変更をお願いをするということ

であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） 討論なしと認めます。 

  これをもって討論を終わります。 

  採決いたします。 

  議案第１１０号 南会津地方広域市町村圏組合規約の一部を変更する規約は、原案のとお

り可決するにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） ご異議なしと認めます。 

  よって、議案第１１０号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎議案第１１１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大塚純一郎君） 続いて、日程第９、議案第１１１号 令和２年度只見町一般会計補

正予算（第１０号）を議題といたします。 

  朗読を省略し、直ちに議案の説明を求めます。 

  総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 議案第１１１号 令和２年度只見町一般会計補正予算（第１０号）

であります。ご説明を申し上げます。 

  令和２年度只見町の一般会計補正予算（第１０号）でありますが、次に定めるところによ

るということであります。 

  歳入歳出予算の補正。第１条であります。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２，８０２万９，０００円を追加しまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６４億

８，９０８万７，０００円としたい内容であります。 

  第２条としまして地方債の補正があります。今般、地方債補正、県との協議が整いまして、

同意の額が固まってまいりました。それに伴います補正をお願いをしてございます。  

  一枚おめくりをいただきたいと思います。１ページになりますが、第１表 歳入歳出予算

補正というふうになってございます。今回、歳入で申しますと、款、分担金、国庫支出金、

県支出金、財産収入から一番下の自動車取得税交付金まで補正をさせていただくことになり

ます。大きなものは国庫支出金。額の確定によります減額。そして、基金繰入金。これ財政

調整基金でありますけれども基金の繰入減額。あとは町債、第２表というふうに申し上げま

したけれども、起債の同意が固まってきたということでの増額をお願いをしてございます。

次のページをご覧いただきたいと思います。歳入の合計になりますけれども、今ほど、ごく

ごく簡単に申し上げました、各款に係る補正の内容。それに今回、補正がなかった額という

ことで３７億ほどの起債がございます。最終的に補正額は２，８０２万９，０００円の増と
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いうことになってございます。 

  ３ページからが歳出になります。議会費から、次のページの予備費まで。各款において補

正をお願いをしてございます。内容の主なものは町長が提案理由の説明でご説明申し上げま

したとおり、年度末を迎えるにあたって、費用の若干の精算的な増減。そして、事業完了に

伴いますものの減額がございます。新規の事業もございますので、それは具体的に個別に申

し上げます。そういったことで議会費から次のページの予備費まで、各款において補正をさ

せていただいております。補正されなかった款・項に係わる額ということで、災害復旧費と

公債費でありますけれども、その額が５億９，６００万余だったということで合計の上段に

記載をされております。 

  第２表 地方債補正であります。県との協議で同意額固まってまいりました。緊急自然災

害防止事業債については倍増ほどの増。あとは辺地対策事業、過疎対策事業につきましても

２次分までの同意額が固まったということで所要の補正をお願いをしてございます。いずれ

も歳出に関連をしますので、歳出またご説明を差し上げるようになると思います。  

  事項別明細で個別に申し上げます。 

  ８ページをご覧をいただきたいと思います。まず歳入であります。  

  各款において、現時点までの実績に基づいた過不足等々の精算をしてございます。  

  分担金・負担金の民生費負担金については、そういった内容であります。その下、分担金・

負担金の分担金。土木費の分担金４４０万円でありますけれども、これも後程、土木費での

歳出で出てまいります。楢戸集会施設の改築のための集落の分担金ということであります。

国庫支出金の負担金については、実績と見込みによる補正でございます。その下、国庫支出

金であります。社会保障・税番号制度システムの整備費補助金。これ、額の確定によりまし

て今回、増額の補正をお願いするということであります。その下の二つであります。特別定

額給付金給付事業の補助金と事務費の補助金であります。４月の末から、議決をいただきま

して進めてまいりました、一人あたり１０万円の給付であります。国からの給付事業であり

ましたが、今回、事業完了ということで残余の額の精算をさせていただきました。事業費補

助金。当初の想定から６人分の減ということになってございます。死亡等による源でござい

ます。そのほか、その下の事務費であります。これにつきましても国が定めた基準のマック

スで申請をしてございました。精算で事業の事務費として該当になるもの、精算した状況で

６００万ほどの減が必要になったということであります。その下の誘客多角化等滞在コンテ
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ンツ造成実証事業の支援金。これにつきましては残念ながら事業の採択にならなかったとい

うことで減額をさせていただくものであります。その他の関連については歳出で改めて申し

上げます。９ページ、一番上になりますけれども、国の補助金でありますが、新型コロナウ

イルスワクチン接種体制確保事業補助金。これにつきましても、こういったワクチン接種が

できるということになりましたら、速やかに皆さんに接種が可能になるようにということで、

システムの整備、あるいはクーポン券等々の準備をあらかじめさせていただきたいというも

のであります。なお、歳出で申し上げますが、１０分の１０の国庫補助の事業でございます。

あとはずっと過不足による精算でありますが、農地利用集積対策事業補助金ということで、

９ページ下段になりますけれども、事業費が概ね固まったということで今回、補正をお願い

をします。５７０万円余の増額であります。続きまして、１０ページになります。これにつ

きましても、過不足精算による補正が主でありますが、山林の売払いの収入もあったという

ことであります。基金繰入金１億６，０００万円の減額でありますが、これにつきましては

当初予算編成時に財源不足分として想定をしておりました基金繰入金。今回までの事業等々、

精算、あるいは後程お話を申し上げます町債において財源の手当てがついたということで、

今回、基金に繰り戻しをしたいということであります。これにつきましては、コロナの臨時

交付金分ではございませんで、当初想定の財源不足分を今回繰り戻しをするという内容であ

ります。１１ページ、町債になります。これ、第２表の補正でお願いをしました起債の県と

の協議のうえで同意が固まってきたものについて増額補正をお願いするということになりま

す。こういった増額補正で先ほどの財調、繰り戻しという経過になってございます。 

１２ページをご覧をいただきたいと思います。１２ページからは歳出になります。  

これにつきましても、多くの項目におきまして、年度末を迎えるにあたっての現時点での

過不足の補正のお願い、あるいは事業完了の精算のお願いであります。 

今現在までの過不足の中には新型コロナウイルス感染症の拡大に伴いまして、当初想定し

ていた活動、行動等々ができなかったことによる減分も多く含まれております。あとは１１

月の下旬にお願いをして議決をいただきました給与関係条例の改正に伴います手当の減額も

含まれてございます。 

議会費でありますけれども、今ほどの内容のとおりでありまして、議員の方、職員の手当

の減額。あるいはコロナで執行が今までなかったものについて減額の精算。あとは会議録の

調整委託料増ということであります。 
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続きまして、総務費のうちの一般管理費になりますが、これもそうであります。特別職の

給料から職員手当、共済費、旅費まで、概ね同様の考えでのものであります。特別職の給料

につきましては、副町長おりませんでしたので、１０月分まででありますけれども減額をさ

せていただいております。一番下段になりますけれども、今後の冬期間、この庁舎含めて修

繕が必要になる見込みということで修繕料増額をお願いをしてございます。１４ページもそ

ういった内容であります。委託料。職員の生活習慣病の健診委託からストレスチェック等々

まで、事業完了に伴いまして残余の額の減額であります。 

あと、続きまして、会計管理費であります。委託料、今回、指定金融機関の委託料という

ことで３２万３，０００円の増額のお願いであります。これにつきましては、当初編成時、

あるいは補正時に、既定の額に、大変申し訳ありませんでしたが消費税相当額の計上を失念

していたということから今回追加でお願いを差し上げるものであります。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大塚純一郎君） 地域創生課長。 

○地域創生課長（星 一君） ６目の企画費でございます。総額で９８８万８，０００円の減

額でございます。３の職員手当、４の共済費につきましては給与改定等による減でございま

す。７節の報償費、８節の旅費。こちらにつきましては総合戦略検証委員の謝礼。さらにそ

ちらに係る旅費をお願いするものでございますが、こちら地方創生推進交付金を活用した効

果検証を行うための検証委員の謝礼ということで、本来ですと、当初予算に計上すべきもの

でありましたけれども、失念をしておりましたため、今回、計上をお願いするものでござい

ます。１２の委託料９８０万円の減でございます。歳入にもございましたけれども、官公庁

の国庫補助、不採択のため、事業規模と事業内容を見直しまして、地方創生の臨時交付金の

対象事業としての実施というようなことで事業規模見直しまして、１，０００万円ほど残さ

せていただいて事業を実施したいというものでございます。産官学の連携での事業でござい

ます。 

○議長（大塚純一郎君） 総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 続きまして、１５ページの情報システム管理費であります。需用

費、修繕料でありますが、年度末まで情報システム機器、修繕対応のための予算１０万円増

額をお願いするものでございます。１４の工事請負費１７０万円の減額でありますが、これ

は布沢地内の光ケーブルの移転に伴います工事費であります。事業完了ということで残余の
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額、減額をさせていただきます。備品購入費。これにつきましても、今年度、パソコン、い

わゆる業務系、そしてＬＧＷＡＮ系更新をさせていただいております。完了に伴いまして残

余の額３５０万円の減額ということでお願いをするものであります。  

○議長（大塚純一郎君） 振興センター長。 

○振興センター長（梁取洋一君） １０目、只見振興センター費につきましては、特別定額給

付金事務費に係る財源の振替分です。 

  １１目、朝日振興センター費につきましては、１節、報酬及び３節、職員手当等で、会計

年度任用職員１名分を減額するものでございます。１７節、備品購入費につきましては、和

室エアコン設置に伴う受け差分で４万８，０００円の減額をお願いします。  

  １２目、明和振興センター費につきましても、１節、報酬及び３節、職員手当等で会計年

度任用職員１名分の減額をお願いいたします。１３節、使用料及び賃借料につきましては、

コピー機のリース期間満了に伴い、1 ヶ月あたりの使用料が減額となったため、差額として

１２万円の減額をお願いいたします。１７節、備品購入費につきましては、和室エアコン設

置に伴う受け差としての減額をお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（渡部高博君） １６ページ上段であります。１３目、交通安全対策費であり

ますが、チャイルドシート購入補助金の不足が見込まれておりますので５万円の増額補正を

お願いしております。 

  項の２、徴税費であります。徴税総務費でありますが、人事委員会勧告によります減額並

びに賦課徴収費につきましてはバスの借上料ということで、コロナ対策ということで納税貯

蓄組合の研修旅行を予定しておったんですが、秋ごろまでの延期で状況を見て対応するとい

うことでしたが、先般、研修旅行中止にするという決断となりましたので、全額減額をお願

いするものであります。 

  １６ページの下段でありますが、戸籍住民基本台帳費であります。国庫補助金によります

財源の振替並びに給与から共済費につきましては人勧並びに一般職給料につきましては育休

職員の減額ということであります。よろしくお願いします。  

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） それでは、１７ページの中段から民生費、社会福祉費。目の

１、社会福祉総務費からご説明いたします。社会福祉総務費、職員手当につきましては給与
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改定等に伴う減額でございます。老人福祉費の報償費及び委託料につきましては事業完了に

伴う減額でございます。扶助費におきます老人福祉施設措置費でございますが、昨年度まで

1 名入所、利用者ございましたが、今年度、これまで入所ございませんので、１２月分まで

の減額をお願いするものでございます。寝具洗濯乾燥消毒費給付費についても事業完了に伴

う減額でございます。障がい者福祉費の償還金につきましては、元年度分の重度心身障がい

者の県補助金の返還金をお願いするものです。老人保健費につきまして、１８ページご覧い

ただきたいと思います。操出金でございますが、後期高齢者医療特別会計への操出金という

ことで、療養給付費につきましても過年度の精算ということで６１５万９，０００円の増額。

あと事務費につきましては、制度改正に伴うシステム改修委託分の事務費を操出させていた

だくものでございます。６目、在宅介護支援センター費でございますが、委託料。運営委託

料としまして、年度末までの運転資金に不足が見込まれるということで、今回、約１０万円

増額お願いして年度末に改めて精算をさせていただくということで増額をお願いしてござい

ます。介護保険費でございますが、介護保険事業特別会計の操出金ということで、介護給付

費のほうに不足が見込まれます。その部分、町負担分の増額及び事務費につきましては制度

改正に伴うシステム改修費の委託料に充てる部分の増額をお願いしてございます。  

  民生費の児童福祉費でございます。児童福祉総務費につきましては、報償費、子宝祝金。

今回、当初見込みより、出生数等が増えるということで５０万円増額をお願いしてございま

す。すこやか激励金については完了に伴う減額です。只見保育所費でございますが、職員手

当、共済費につきましては、給与改定等に伴う減額でございます。修繕料につきましてはボ

イラーの加圧タンクの修繕をお願いするものです。役務費につきましてはクリーニング代、

若干不足が見込まれますので増額をお願いいたします。朝日保育所費につきましては、人件

費でございますけども、産休等に伴う整理を今回お願いしてございます。超勤手当につきま

しては、会計年度任用職員及び正職員ともに若干不足が見込まれますので増額をお願いする

ものです。需用費の修繕料につきましても、朝日保育所におきましてもボイラー、排煙濃度

計の修繕をお願いするものです。明和保育所費の職員手当については給与改定に伴うもの。

あと会計年度任用職員等の超勤手当、若干不足が見込まれますので増額をお願いしてござい

ます。修繕料につきましては、これもボイラーになりますけども、安全弁等の修繕をお願い

するというものです。 

  続きまして、款の４、衛生費。保健衛生総務費でございます。一番下段ですが、給料、職
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員手当、次ページの共済費までは、人員配置等の変更に伴いまして整理をさせていただくも

のでございます。扶助費の養育医療費給付費ということで、低体重で生まれたお子さんの医

療費、公費負担分、総額をお願いするものでございます。予防費でございますが、これが新

型コロナウイルスワクチンの接種準備に係る経費ということで、外国のほうでは接種開始に

なったという情報もございますが、いまだ国内では時期等、明確にはされておりませんが、

摂取できる体制になったときに速やかに摂取を行えるような準備をしたいということで、消

耗品につきましては用紙等の購入。役務費につきましてはクーポン券の発送に伴う郵券代。

委託料につきましては、健康管理システム改修ということで、予防接種台帳をコロナウイル

スのワクチンに対応するための改修をお願いしたいということでございます。その下、新型

コロナウイルスワクチン接種クーポン発行業務委託料ということで、住民の方にクーポン券

を配送させていただきまして、そのクーポン券によって接種の管理をさせていただくという

ことで、その発行業務。あとその下には新型コロナウイルスワクチンの接種状況の入力業務

ということで、年度内に接種が始まったという場合には、そういった情報を入力して管理を

させていただくことが必要となってまいりますので、その部分の委託料を今回増額をお願い

しております。ここの部分につきましては国庫補助で賄うということになってございます。

続きまして、償還金でございますが、母子保健医療対策総合支援事業及び風疹抗体検査事業、

共に元年度の精算に伴う返還金を増額でお願いするものです。環境衛生費については給与改

定に伴う減額でございます。保健センター費につきましては、エアコン設置工事の事業完了

に伴う精算で減額でございます。よろしくお願いします。  

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 続きまして、５款、労働費でございます。労働諸費でござい

ますけれども、負担金といたしまして合同企業説明会負担金６万２，０００円の減額につき

ましては事業完了に伴います精査減額でございます。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長。 

○農林建設課長（渡部公三君） 続きまして、款の６の農林水産業費、説明申し上げます。 

  農業総務費でございますが、これ、給与改定等によります職員手当の補正でございます。

農業振興費でございますが、報償費及び負担金でありますが、それぞれＪＡ関係のイベント

の中止によりまして減額をするものでございます。補助金でありますが、２２ページに亘っ

ておりますが、それぞれ振興作物の普及に係る補助金の事業実施によります精算。また、中
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段、畑地有効活用支援事業では、畑作物のえごま・大豆等の面積拡大によります補助金の増

額をお願いしてございます。交付金につきましては機構集積協力金として歳入でもあがって

おります５７８万９，０００円。１０集落における農地の集積による県からの補助金を受け

まして１０集落に交付するものでございます。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 続きまして、５目、交流施設費でございます。修繕料１００

万円の増額でございますが、季の郷湯ら里及びむら湯におきまして、当初想定しておりませ

んでした設備故障等が頻発しております。そういったような対応もございまして、今後の緊

急修繕対応に予算不足が生じるおそれがございますので、今後の年度末までの安定的な施設

運営に資するための修繕料の増額をお願いするものでございます。  

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長。 

○農林建設課長（渡部公三君） 続きまして、７目の農地費でございます。補助金として遊休

農地解消支援事業の補助金。事業対象地なく、今後も見込みありませんので減額いたします。

また、８目の農業機械費でありますが、機材等借上料３５万６，０００円でございますが、

これは渇水に備えた揚水ポンプの借上げを予定しておりましたが、実施、また実施見込みが

ありませんので減額をいたします。 

  続いて、林業費でございますが、林業総務費におきましては、職員手当、共済費、ともに

給与改定等によります減額補正でございます。また委託料につきましては、森林整備センタ

ーの造林契約地の施業委託の実績によります減額。それから２３ページ、林道費であります

が、手当につきましては職員の手当、給与改定によります減額になります。また、１３の使

用料でございますが、それぞれ除雪機械の借上です。これは春先林道の除雪に係る実施残の

整理でございます。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 続きまして、７款、商工費のご説明を申し上げます。 

  １目、商工総務費でございますが、職員手当と共済費とも職員給与改定に伴う補正という

ことでございます。３目、観光費でございますが、役務費の広告料及び１２節の委託料の中

でも、２３ページ、自然首都・只見広告業務委託料及び次ページにまいりまして２４ページ

になりますけれども、自然首都・只見ＰＲ業務委託料、自然首都・只見インバウンド動画活

用広告委託料。この３件につきましては、県の助成金を活用した誘客事業を予定しておりま
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したが、今般の新型コロナウイルス感染症の流行によりまして実施ができないということに

なったものから減額をさせていただくものでございます。２３ページ戻っていただきまして、

最下段になります山開きイベント委託料につきましても、やはり新型コロナウイルス感染症

の流行によりまして山開きイベントが実施できなくなったことから減額の調整をさせていた

だくものでございます。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長。 

○農林建設課長（渡部公三君） ２４ページの中段でありますが、款の８、土木費でございま

す。土木総務費につきましては、給与改定によります手当の減額でございます。  

  また、道路橋梁総務費につきましても同様に職員手当の減額になります。  

  ２目の道路維持費でございます。修繕料につきましては除雪車庫のシャッターの修繕をお

願いするものでございます。また、委託料につきましては、これは県道小林館ノ川、県管理

の県道でございますが、これ、歩く県道ということで除草作業を県から町を経て布沢区に委

託するものでございますが、今回、２万４，０００円の増額によりまして精算をさせていた

だくものでございます。次の４目、道路新設改良費でございますが、工事請負費としまして

町道改良工事１，０００万をお願いしてございます。これはあの、歳入でもご説明あったか

と思いますが、緊急自然災害防止対策事業債の内示を受けまして、蒲生北山線の一部法面の

崩落によります擁壁工を発注して、繰越を予定して発注をするものでございます。  

  ２５ページの橋梁維持費でございますが、これは財源の振替となってございます。 

  また、河川費でありますが、河川費につきましても工事請負費で４，４００万９，０００

円をお願いしております。これも道路工事費と同様に緊急時自然災害防止対策事業債の内示

を受けまして、前倒し発注をして繰越をする予定でございます。箇所につきましては黒沢沢

川、倉谷川の護岸補修工事を予定してございます。 

  次、住宅管理費でございます。修繕料につきましては、沖下団地の給湯器ほか、修繕を予

定してございます。また、工事請負費につきましては退去修繕等の予定をしてございます。  

  続いて、２６ページでございますが、集会施設整備費であります。まず委託料でございま

すが、集会施設の工事管理の業務委託ということで、これは楢戸集会施設、この後、工事請

負費で工事費をお願いするものでございますが、ここでは管理の委託をお願いするものでご

ざいます。工事請負費につきましては既存の集会施設の改修工事の実施残、また新規の新築

工事ということで６，０００万円。これは楢戸の集会施設の工事を設計がまとまりましたの
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で発注をして、繰越をし、令和３年度に施工というふうに考えてございます。１６の公有財

産購入費でありますが、楢戸集会所施設用地に係ります用買費をお願いしてございます。備

品購入費についても楢戸集会施設の備品購入費をお願いしてございます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（大塚純一郎君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（渡部高博君） ２６ページ下段であります。非常備消防総務費でありますが、

３７万５，０００円をお願いしております。職員手当並びに共済費につきましては給与改定

によります減額補正をお願いしておりまして、修繕料５０万円につきましては小型動力ポン

プ等の修繕費、不足が想定されておりますのでお願いするものであります。  

○議長（大塚純一郎君） 教育次長。 

○教育次長（馬場一義君） ２７ページになります。教育総務費の事務局費。職員手当、共済

費につきましては給与改定等に伴う補正となっております。  

  奥会津学習センター費の工事請負費ですが、男子浴室修繕の完了に伴う不用残の減額です。 

  小学校、学校管理費、修繕料ですが、これから冬期間分の修繕の不足が見込まれますので

５０万円の増額をお願いしております。工事請負費。只見小学校体育館の改修工事。それか

ら明和小学校体育館の修繕工事。いずれも不用残見込みとしての減額です。それから学校管

理備品。こちら不用残の減額ということで、主に空気清浄機の不用残となっております。２

８ページにまいりまして、小学校の教育振興費。施設等の入場料。それから教材備品。こち

らについては不用残の減額となっております。 

  中学校の学校管理費の備品購入費。学校管理備品１２０万７，０００円の減額。こちらも

主に空気清浄機の減額となってございます。 

  社会教育費、社会教育総務費でございますが、負担金については諸々の管理、実際、活動

できなかったことによって減額となっております。町文化祭の補助金につきましては、中止

しましたので、その減額と。２９ページにいきまして町文化協会の育成補助金。一部事業中

止によります、その分の減額となっております。放課後児童対策費につきましては、不用残

の減額ということで１万円と１０万円、それぞれお願いをしております。文化財保護費にま

いりまして、需要費、印刷製本費につきましては、事業完了による不用残の減額となってお

ります。光熱水費２２万６，０００円と増額になっておりますが、叶津の旧長谷部家住宅、

町取得しまして、それの維持管理に係る分の光熱水費の増額をお願いしております。委託料
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ですが、遺跡測量委託料、それから民具収蔵庫の外構工事の実施設計委託料。こちらにつき

ましては不用見込みの減額となっております。集落排水使用料。こちらも旧長谷部家住宅の

維持管理に伴うものとなっております。民具収蔵庫新築工事の減額につきましては不用見込

みの減額と。原材料費につきましても同様に減額でございます。公有財産購入費。旧長谷部

家建物購入費３００万円の減額となっております。 

  ３０ページにまいりまして、保健体育費。体育施設費ですが、こちらは町民プール。新型

コロナの関係で開設を見送りました。そういった関係で非常勤職員報酬の減額。また、それ

に伴う費用弁償の減額となっております。工事請負費。施設の維持補修工事。それから町下

広場電気設備の改修工事。いずれも事業完了による不用残の減額となっております。給食セ

ンター費、維持補修工事１１万円の減額。こちらも照明設備の改修工事完了に伴う減額とな

っております。 

○議長（大塚純一郎君） 総務課長。 

○総務課長（新國元久君） ３０ページ下段であります。款の１３、予備費であります。今回

の補正予算第１０号でありますけれども、予備費１，２４１万９，０００円の減額で調整を

させていただいております。 

  ３１ページからは給与費明細になってございますのでご覧をいただきたいと思います。  

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） 説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） ２０ページ、予防費の中の委託料。新型コロナウイルスワクチン接

種クーポン発行業務委託料関係でお伺いします。それで、今、厚労省のほうでワクチンがで

きたら、どういった方を優先にして接種するかということで、基礎疾患をお持ちの方とか、

高齢者の方とか、そういった方を優先にしようというふうな素案がとりまとめられていると

は思いますけれども、当町において、例えば、じゃあ、どういった人を優先にするかとか、

そういうのは厚労省の指示が出るまでお待ちなのか。当町独自にお考えであるのか。そうい

ったことと、あと全国的にワクチンができた場合に、当町とか福島県が受けられるようにな

るのには、国の基準とか、そういったものがあるんでしょうか。例えば、一番感染者が多い



- 178 - 

 

ところが最優先になるとか、例えば県内においてみれば、感染者の多い都市部が優先になる

のかとか、そういった指針はもう示されているのでしょうか。その点お伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） ワクチンの接種に関する、優先接種に関するご質問でござい

ます。まだ正式に国の決定をされておりませんが、本日の新聞報道によりますと、政府方針

という形で優先順位を出されております報道があります。１番目は医療従事者。２番目が６

５歳以上の高齢者。３番目が基礎疾患のある方及び高齢者施設の従事者という方針でござい

ます。町としましてもこの方針に基づきまして接種を行っていきたいというふうには、基本

的には考えてございますが、あとそのワクチンの供給量等もいまだはっきりとは示せる状態

にもなっていないということだと思いますが、そういったことも勘案して、この優先順位を

基に接種をしていきたいということを考えております。２番目の感染拡大地域等への優先が

あるのかというようなお尋ねかと思いますが、基本的にそういったことでの振り分けは今の

ところされていないというふうに認識をしております。まだあの、自治体の説明も先週１８

日に行われたばかりということで、細かい点、まだ本当に詰められていないということもご

ざいますので、今後、国のほうの指針、指導等を注視しながら準備をしていきたいというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  １番、佐藤孝義君。 

○１番（佐藤孝義君） 二つばかりお願いします。 

  今あの、鈴木君のほうからお話あった、これは早く対策してもらって良かったなというふ

うに思います。で、一つ、私わかんないんで聞きますけど、これ、なんか、ワクチンの保存

がマイナス７０度とか４０度とかっていう話なんですけど、町の診療所にそういう冷凍庫み

たいなやつ、あるのかどうか。これは入ってないみたいですけど、その辺どうされるのか、

１点お聞きします。 

  それと、１５ページのですね、これ、不採択になったという誘客多角化滞在コンテンツ造

成実証事業ですか。こういうやつ、ちょっと予算残されて、また、なんか別の形でやられる

のか、わかんないですけど、これ、非常に重要なことだと思うんで、いつまでもほら、コロ
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ナに、コロナ、そのうち収束すると思うんですけど、収束した時点、それから２８９抜けた

後の時点でですね、非常にこういうことが重要になってくると思うんです。だから、不採択

になったということなんですけど、引き続き、こういう対策を考えていかれたほうがいいん

じゃないかなというふうに思うものですから、この２点についてお伺いします。  

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） まずあの、ワクチン保存するための冷凍庫、超低温冷凍庫と

いうことでございます。これにつきましては、勿論、診療所、町内にはございません。国の

ほうで人口規模に応じて台数を割り当てるということで、当初、国で購入して、配送すると

いうような話もありました。ちょっと今、はっきりしないんですけども、補助金によって町

で購入して補助金を（聴き取り不能）というようなことも言われておりますが、ちょっとは

っきり、現在決まっておりませんので予算のほうは計上してございませんが、また追って補

正予算等でお願いすることになるかと思いますので、よろしくお願いいたします。  

○議長（大塚純一郎君） 地域創生課長。 

○地域創生課長（星 一君） １５ページの誘客多角化等滞在コンテンツ造成実証事業の件で

お質しがございました。議員おっしゃるとおりですね、この事業につきましては、ウィズコ

ロナを見据えた、日本人に加えて訪日外国人を見据えた誘客の取り組みに繋げていきたいと

いうようなことで、官公庁の事業の採択に向けて実施をしようと進めたものでございますが、

議員おっしゃるとおり不採択になったという内容で、時期も含めて、なかなか難しくなると

いうことで、事業規模を見直して実施をするということになったわけです。内容としまして

は、もうすでに事業は実施をしておりまして、１１月１３日から１泊２日で在留の台湾人の

方をお迎えして検証ツアーを実施をしたり、さらに、すでに台湾のほうに、その方がいわゆ

るインフルエンサーといいますか、そういう、世の中にこう、ＳＮＳを発信して人を動かせ

るような、そういった人物なんですけれども、そのＳＮＳを見たことによるアンケート調査

も台湾で実施を今しておりまして、５００通ほど集まって、それを今、業者さんに分析をし

ていただきながらですね、今後のウィズコロナに向けた新たな取り組みをしっかりやってい

こうということで今実施をしております。併せて、町の総合パンフレットにつきましても、

今まで日本語版のみだったんですけれども、英語版と併せて台湾人が、台湾、なんとか語っ

てあるんですけど、そのものも含めてですね、デジタル的に見ていただけるような形で進め

ておるわけです。そういった様々なコンテンツを確認しながらですね、今後どういった誘客
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が進められるかというものを併せてしっかりと分析をしてですね、今後に繋げていきたいと

いうふうに考えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。  

○議長（大塚純一郎君） いいですか。 

  ほかにございませんか。 

  ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） いくつかあるんですが、先ほど１１番議員のほうからあった、この  

○議長（大塚純一郎君） ページ数お願いします。 

○８番（山岸国夫君） ２０ページの、予防費。保健衛生費、予防費の新型コロナウイルスワ

クチン接種状況入力業務１９７万９，０００円ありますが、これはあの、実際の委託になっ

ているんですが、この辺のセキュリティーの関係はどうなるのかと。で、先ほどの答弁でも

ありましたように、例えば摂取できるようになった場合、高齢者、それから基礎疾患ある人

だとか、いろいろ、これはクーポンの発行の絡みも出てくると思うんですが、そうするとか

なり個人情報がその中には含まれてくるという絡みもありますので、その辺の、この委託に

なっているんで、その形態がどのようになるのかと。要するに安全面ですよね。セキュリテ

ィー面が一番心配なんで、それが１点。いくつかありますので。  

  それと、歳入のところの、ページ８ページで、楢戸の集会所、分担金のところです。４４

０万。これは、大体１戸あたりどのぐらいの負担金になるのか。それと、楢戸区のほうとは、

もう調整済みなのか。その辺をお願いしたいと。 

  それから、細かいことにもなるんですが、１３ページと２０ページで勤勉手当の減額が出

てます。この中身について、勤勉手当の減額の中身について教えていただきたいと思います。  

  それから、教育費の２７ページの小学校費の１７の備品購入費の学校管理費。これは先ほ

どの説明だと空気清浄機ということでありました。同じ２８ページにも学校管理費、中学校

費の学校管理費の減額あります。これは空気清浄機の減額だということで、わかれば、大体

どのぐらいの金額の機種を何台買って、それがこの間どのように各教室で使用されてきたの

か。効果までわかればお願いしたいと思うんですが。 

  以上、お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（増田栄助君） まず１点目の委託料に係るセキュリティー、安全面のご質問

でございます。勿論あの、委託に関しましては業者委託、システムを開発した部分もござい
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ますので、そういったところへの委託を今、想定してございますが、個人情報保護条例等に

沿った内容で契約書の中にそういった面も含めて、個人情報等の漏洩等ないような形での委

託をしていきたいというふうに考えているところでございます。  

○議長（大塚純一郎君） 続いて、どちらからいきますか。 

  教育次長。 

○教育次長（馬場一義君） 小学校費、中学校費の備品購入費の減額でございますが、導入を

予定しましたのは、各普通教室に１台ずつということになりますので、小学校ですと６台。

中学校だと４クラスありますので４台。それの４校分というような内容になっております。

１台あたりについては２０から３０万の間ぐらいのものになっておりまして、今回、予算減

額をしましたが、全国的に空気清浄機の需要が高まっておりまして、入札を１０月の頭に実

施をしたんですが、いまだ納品にはなっておりません。業者さんのほうからは、うまくいっ

て年内、場合によっては年を越えそうだといったようなメーカーからの回答があったという

ことで、今現在入っておりませんので、納品になるのは年明け後となる見込みでございます。  

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長。 

○農林建設課長（渡部公三君） 楢戸集会施設の分担金のご質問でございますが、本分担金に

つきましては、分担金の徴収条例等に基づきまして、１戸あたり平均の均等割が４万円とい

う金額がありまして、それ以降につきましては事業費割ということでの規則に則った金額で

の算出によって出されてございます。また、この負担金につきましては楢戸集落と協議のう

え合意されておりますので事業実施に向けて進めるものでございます。  

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 総務課長。 

○総務課長（新國元久君） 勤勉手当の減額についてのお質しであります。説明が丁寧でなく

て申し訳ありませんでした。一般管理費において、今年度、任期付職員等々、採用したいと

いうことで募集をしてございました。しかしながら、採用が適わなかったということで、そ

の方に係る部分を減額したということであります。２０ページの減額につきましては、職員

の移動といいますか、他会計等々でみる部分、職員の移動の補正をしておりましたので、そ

の分に係る分の減額であります。 

○議長（大塚純一郎君） よろしいですか。 

  ８番、山岸国夫君。 
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○８番（山岸国夫君） 先ほどの教育の備品の関係なんですが、これ、発注して、納品は年明

け後ということで、これはあれですか。もう発注はしてて、既に入札の金額も全部決まって

いて、不用額の減額というふうに理解してよろしいのかどうか。再度お願いしたいことと、

それと追加でもう１点質問します。 

  １５ページ、朝日振興センター、それから明和振興センターで、これ非常勤職員の報酬が

それぞれ減額になっております。先ほどの説明だと、朝日振興センターで１名分の任用職員

が採用できなくて減額ということでした。で、私はこの金額よりも、実際にこの振興センタ

ーの役割、いわゆる町民とタイアップして生きがいある町づくりを進める。その最先端にな

っていくのが振興センターの役割だというふうに位置づけられているというふうに思ってお

りますが、そういう点で、ここ、２名いないと。で、９月の決算の時もあれだったんですが、

職員が定数よりも少ない状況できているという状況の中で、いわゆる必要とする職員が補充

できないまま、推移してきているというのは町民にとっても非常に残念な状況に置かれるん

じゃないかというふうに思うんですが、その辺の採用と、努力課題というんですか、その辺

についてお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 教育次長。 

○教育次長（馬場一義君） 小学校費、中学校費の備品購入費、空気清浄機の減額であります

が、入札を行いまして、納品のための契約書を取り交わしております。で、いまだ納品には

なっておりませんが、この事業、財源に地方創生臨時交付金使っておりますので、そういっ

た関係で国の三次補正に向けて不用のその財源をつけておくと、別の事業実施に影響が出る

ということがありましたので、納品前ではありましたが、金額が確定しておりましたので、

今般減額をお願いしたところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） 振興センター長。 

○振興センター長（梁取洋一君） 会計年度任用職員につきましては、平成２６年の頃までは、

１名、外部の集落の巡回等の業務を行っていた経過がございます。今般、コロナウイルスの

蔓延等防止している中で巡回等もできず、今後も難しいということで今年度分は予算の計上

を落としました。 

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 
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〔「ありません」と呼ぶものあり〕 

○議長（大塚純一郎君） これで質疑を終わります。 

  これより討論に入ります。 

  討論ありませんか。 

  ８番、山岸国夫君。 

賛成討論、反対討論。 

○８番（山岸国夫君） 反対討論です。 

○議長（大塚純一郎君） 反対討論。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

  ８番、山岸国夫君。 

○８番（山岸国夫君） ８番、山岸です。 

  反対討論を行います。 

  この補正予算の中身については、町民生活にとっても必要なものがあるというのは十分私

も理解できます。しかしながら、１１月の会議で提案された議案１０１号 職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例では人事院勧告に基づき職員の期末手当が引き下げられると

いう決定となりました。この条例には私は反対をしております。概算で、その時の反対の趣

旨を申しますと、職員の給与の拠り所は人事院勧告のみであるということ。消費税も１０パ

ーセントに引き上げられたもとで、家計、そして可処分所得が減ってきているということで

職員の生活も大変になってきているということ。賃金格差もあって、また日本全体でも貧富

の格差もあり、また男女間による賃金の格差もある。地域間格差も２．４倍になっていると

いうもとで公務員の引き下げという点では、日本全体の労働者の賃金に大きな影響を与える。

民間との比較だけで公務員の給与を引き上げる保証はありません。賃下げそのものが自治体

労働者の生活の破壊にも繋がってくるんじゃないかということも懸念いたします。そして、

民間の賃金の引き下げと相まって日本の労働条件の全体を引き下げる作用をこれは果たして

まいります。労働基本権と労働条件の向上に反するという、以上の点で私は１１月会議で反

対をしました。実際にこの提案されている補正予算の中身では、これが実際の金額として計

上されております。町民に必要な中身も含めて一括して計上されておりますので、私はこの

職員の期末手当の部分についてのみ反対だけしたいんですが、全体一括ですので、この議案



- 184 - 

 

に対して反対をせざるを得ませんので、これで反対討論といたします。  

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  ありませんか。 

  ほかに討論はありませんか。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第１１１号 令和２年度只見町一般会計補正予算（第１０号）を採決いたし

ます。 

  この採決は起立によって行います。 

  議案第１１１号 令和２年度只見町一般会計補正予算（第１０号）を原案のとおり決定す

ることに賛成の方は起立願います。 

          〔起立多数〕 

○議長（大塚純一郎君） 起立多数です。 

  よって、議案第１１１号は原案のとおり可決されました。  

 

◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇   ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎散会の宣告 

○議長（大塚純一郎君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  ご苦労様でした。 

（午後３時０７分） 

 


